
一方井中の卒業式は3月13日、同校体育館で行われ、
17 人の卒業生が卒業証書を受け取りました。９年
間の義務教育を終え、感謝の思いを胸にそれぞれの
夢に向かって羽ばたきます。…関連記事４ページ

感謝感謝の思いを胸に ―。の思いを胸に ―。
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①工藤彰範校長㊨から平澤勝郎教育長に校旗返還　②
児童や旧職員らが校歌を高らかに斉唱　③体育館の前
に建てられた閉校記念碑　④閉校記念事業の松村昭一
実行委員長に感謝状が手渡されました　⑤昭和60年
度の卒業生は将来の自分への手紙を開封。懐かしい記
憶に笑顔が溢れます

学校のみんなで料理をして、パー
ティを開いたことが思い出に残って
います。川口小のみんなと早く打ち
解けて、仲良く過ごしたいです。

久
く ぼ

保 永
と わ

和 君５年
学校と地域が盛り上がった久保体育
祭が印象に残っています。先生の話
をよく聞いて、しっかりと理解でき
るように授業に取り組みたいです。

武
た け だ

田 椿
つばき

 さん４年
バケツで作る大きなプリン作りがと
ても楽しかったです。川口小でもみ
んなと仲良くしたいし、速く走れる
ようになりたいです。

三
み う ら

浦 惟
ゆ い

 君２年

れ
ま
し
た
。
新
た
な
環
境
で
も
、

久
保
小
で
培
っ
た
積
極
的
な
姿
勢

を
忘
れ
ず
に
、
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
」
と
語
り
、
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
７
人
の
児
童

に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
60
年
度
の
同
小
卒

業
生
は
、
卒
業
記
念
に
制
作
し
た

旧
校
舎
の
模
型
に
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
と
し
て
添
え
た
未
来
の
自
身
へ

の
手
紙
を
開
封
。
同
小
で
の
思
い

出
が
よ
み
が
え
る
手
紙
に
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
卒
業
生
や
関
係
者
ら
が

同
校
に
足
を
運
ん
だ
当
日
は
、
学

校
の
廊
下
に
閉
校
前
最
後
の
１
年

間
の
活
動
を
振
り
返
る
写
真
が
飾

ら
れ
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
卒
業
生

が
残
し
た
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
少
で
の

功
績
や
親
子
読
書
感
想
文
集
な
ど

同
小
で
の
思
い
出
の
品
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
小
最
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務

め
た
武
田
弘
幸
さ
ん
は
「
人
数
は

少
な
か
っ
た
が
、
子
ど
も
た
ち
一

人
一
人
が
積
極
的
に
活
動
し
て
く

①②

⑤ ③

④
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地
域
と
共
に
歩
ん
だ

１
３
７
年
の
歴
史
に
終
止
符

あ
り
が
と
う
、
久
保
小
学
校

いつもみんなで遊んだ休み時間が一
番心に残っています。中学校では授
業などで進んで発言し、自分の意見
を伝えられるようになりたいです。

川
か わ か み

上 匠
たくみ

 君６年
修学旅行が一番の思い出です。中学
校では、勉強を頑張りたい。特に、
国語と数学に力を入れて学習に取り
組みたいです。

佐
さ さ き

々木 暖
は る と

斗 君６年

休み時間の鬼ごっこが楽しかったで
す。みんなにやさしくできる人にな
りたいです。（愛さん）

浅
あ さ い

井 直
なおき

 君（左）３年
浅
あ さ い

井 愛
ま な

 さん（右）６年

　

久
保
小
（
工
藤
彰
範
校
長
、
児

童
７
人
）
の
閉
校
記
念
式
典
は
３

月
24
日
、
在
校
生
や
卒
業
生
、
歴

代
の
学
校
関
係
者
、
地
域
住
民
ら

約
２
０
０
人
が
参
加
し
て
同
小
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
15
年
に
公
立
久
保
小
学
校

と
し
て
創
立
さ
れ
た
同
小
は
、
久

保
地
区
の
中
心
的
存
在
と
し
て

１
３
７
年
に
わ
た
り
２
３
４
８
人

の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
少
子
化
に
よ
る
児

童
数
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、昨
年
度
は
入
学
児
童
が
な
く
、

全
校
７
人
の
複
式
学
級
で
授
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

町
は
、
久
保
地
区
に
お
け
る
学

校
再
編
懇
談
会
を
経
て
、
保
護
者

や
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
協
議
を
重

ね
、
平
成
31
年
３
月
を
も
っ
て
久

保
小
を
閉
校
し
、
川
口
小
と
一
方

井
小
に
統
合
す
る
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。
式
典
で
は
、
佐
々
木
光

司
町
長
が
「
将
来
を
担
う
児
童
が

多
く
の
友
と
切
磋
琢
磨
し
、
人
生

を
強
く
、
た
く
ま
し
く
前
進
で
き

る
よ
う
、
新
た
な
環
境
の
中
で
勉

学
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
に
一

層
励
ん
で
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
脈
々
と
諸
先
輩

方
が
築
き
上
げ
、
地
域
が
支
え
た

輝
か
し
い
伝
統
は
今
後
も
引
き
継

が
れ
て
い
く
こ
と
を
確
信
し
て
ま

す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
工

藤
校
長
は「
久
保
小
は
こ
れ
ま
で
、

保
護
者
や
地
域
の
皆
様
の
熱
い
思

い
に
支
え
ら
れ
、
よ
り
良
い
教
育

を
目
指
し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

久
保
小
の
歩
み
に
は
、
子
ど
も
た

ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
姿
が
あ
り
、
こ

こ
で
過
ご
し
た
子
ど
も
た
ち
の
姿

は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
し
て

学
校
の
い
た
る
所
に
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。１
つ
の
歴
史
の
終
わ
り
は
、

新
た
な
は
じ
ま
り
で
す
。
未
来
を

担
う
た
く
ま
し
い
子
ど
も
た
ち
が

育
ち
、
こ
の
地
域
が
ま
す
ま
す
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
の
児
童
会
長
を
務

め
た
佐
々
木
暖
斗
君
が
「
久
保
小

は
、
楽
し
く
て
温
か
く
て
、
思
い

出
の
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
大
好
き

な
学
校
で
す
。
友
だ
ち
や
先
生
方

と
出
会
い
、
地
域
の
方
々
と
触
れ

合
い
、
勉
強
だ
け
で
は
な
く
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、
思
い
出
の

ポ
ケ
ッ
ト
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に

久
保
小
を
卒
業
し
た
先
輩
の
皆
さ

ん
の
心
の
中
に
も
、
僕
た
ち
の
よ

う
に
楽
し
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
寂
し

い
こ
と
で
す
が
、
久
保
小
は
決
し

て
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
僕
た
ち
の

思
い
出
と
し
て
、
学
ん
だ
力
と

な
っ
て
ず
っ
と
生
き
続
け
ま
す
。

久
保
小
で
学
ん
だ
誇
り
と
自
信
を

持
っ
て
、
真
っ
す
ぐ
に
未
来
を
見

つ
め
て
進
ん
で
い
き
ま
す
。
僕
た

ち
の
大
好
き
な
久
保
小
学
校
を
い

つ
ま
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
」
と
別
れ

の
言
葉
を
述
べ
、全
校
児
童
で「
あ

り
が
と
う
久
保
小
学
校
」
と
声
を

合
わ
せ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
記
念
碑
除

幕
式
と
思
い
出
を
語
る
会
が
行
わ

れ
、
卒
業
生
や
地
域
の
皆
さ
ん
が

学
校
の
思
い
出
を
語
り
合
い
な
が

ら
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。
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㊤新たに保健推進員
となった佐藤キミエ
さん＝細沢＝が委嘱
状を受け取りました

㊨防犯隊として辞
令を受け取る武田
茂防犯隊長

防

犯

隊

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

保

健

推

進

員

　

町
防
犯
隊
の
辞
令
交
付
式
は
４

月
１
日
、
役
場
会
議
室
で
行
わ

れ
、
武
田
茂
隊
長
を
は
じ
め
8
人

に
佐
々
木
光
司
町
長
が
辞
令
を
交

付
し
ま
し
た
。
同
隊
の
任
期
は

２
０
２
１
年
３
月
31
日
ま
で
の
２

年
間
。
隊
員
の
皆
さ
ん
は
、
町
の

犯
罪
防
止
啓
発
活
動
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
で
の
巡
回
指
導
な
ど
、
町
の

皆
さ
ん
の
安
全
と
安
心
の
確
保
に

力
を
注
ぎ
ま
す
。

　

ま
た
、
町
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

実
施
隊
の
委
嘱
状
交
付
式
は
４
月

２
日
、
役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

農
林
産
物
の
鳥
獣
被
害
対
策
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
岩
手
町
地
区
猟

友
会
（
佐
々
木
守
会
長
）
へ
の
委

託
や
同
会
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
駆
除
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
同
隊
は
、
被
害
防
止
計
画
に

沿
っ
た
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
や
農
地

な
ど
へ
の
防
護
柵
の
設
置
な
ど
を

行
い
ま
す
。
今
回
新
た
に
、
委
嘱

を
受
け
た
の
は
、
大
畑
幸
三
さ
ん

（
62
）＝
犬
袋
＝
を
含
む
３
人
。任

期
は
２
０
２
０
年
３
月
31
日
ま
で

で
す
。同
隊
は
、今
回
の
委
嘱
状
交

付
を
受
け
た
３
人
を
含
め
て
合
計

26
人
と
な
り
、
町
の
主
力
産
業
で

あ
る
農
林
業
へ
の
鳥
獣
被
害
を
防

ぐ
た
め
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
保
健
推
進
員
の

委
嘱
状
交
付
式
と
同
協
議
会
総

会
は
４
月
４
日
、
プ
ラ
ザ
あ
い

で
開
か
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、
全

国
有
数
の
受
診
率
を
誇
る
町
の
検

診
を
地
域
に
根
ざ
し
て
支
え
る
保

健
推
進
員
と
し
て
、
４
月
か
ら
新

た
に
活
動
す
る
沢
村
そ
よ
子
さ
ん

（
61
）
＝
水
堀
＝
と
、
佐
藤
キ
ミ

エ
さ
ん
（
同
）
＝
細
沢
＝
に
佐
々

木
町
長
が
委
嘱
状
を
交
付
。
総
勢

１
２
４
人
の
保
健
推
進
員
の
任
期

は
２
０
２
０
年
３
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
に
尽
力
し

ま
す
。

町
政
の
さ
ら
な
る
推
進
へ
尽
力

各
分
野
で
辞
令
・
委
嘱
状
交
付

５月12日は
民生委員・児童委員の日

　

民
生
委
員
は
、民
生
委
員
法
に
基
づ
き

厚
生
労
働
大
臣
が
委
嘱
す
る
非
常
勤
の
地

方
公
務
員
で
す
。
民
生
委
員
は
児
童
福
祉

法
に
定
め
る
児
童
委
員
を
兼
ね
て
い
ま

す
。
任
期
は
３
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
再

任
は
可
能
。「
社
会
奉
仕
の
精
神
」、「
基

本
的
人
権
の
尊
重
」、「
政
治
的
中
立
」の

３
つ
の
基
本
姿
勢
で
職
務
に
当
た
り
、町

内
で
は
現
在
54
人
が
各
地
区
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、主
に
子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す

る
支
援
を
専
門
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委

員
と
し
て
委
嘱
を
受
け
る
３
人
は
、担
当

地
区
を
持
た
ず
、民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
一
緒
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

自
ら
も
地
域
住
民
の
一
員
で
あ
る
同
委

員
は
、常
に
住
民
の
立
場
に
立
ち
、医
療
や

介
護
の
悩
み
、妊
娠
や
子
育
て
の
不
安
、失

業
や
経
済
的
困
窮
に
よ
る
生
活
上
の
心
配

事
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
る
他
、

相
談
内
容
に
よ
り
必
要
な
支
援
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
を
担

い
ま
す
。
委
員
に
は
法
に
基
づ
く
守
秘
義

務
が
あ
り
、相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役

地域の身近な相談相手地域の身近な相談相手
気軽にご相談ください気軽にご相談ください
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町
立
７
小
中
学
校
で
卒
業
式
挙
行

町
立
７
小
中
学
校
で
卒
業
式
挙
行

２
０
６
人
が
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

２
０
６
人
が
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
確
か
な
成
長
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
」と
卒
業
生
を

ね
ぎ
ら
い
な
が
ら「
失
敗
を
恐
れ
ず
、

挑
戦
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、自
分

を
大
切
に
、友
だ
ち
を
大
切
に
し
て

皆
さ
ん
の
未
来
が
輝
か
し
い
も
の
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」と
卒

業
生
へ
の
最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
ま
し
た
。

　

久
保
小（
工
藤
彰
範
校
長
、児
童
７

人
）で
は
、３
月
末
で
の
閉
校
に
伴

い
、最
後
の
卒
業
式
を
挙
行
。
卒
業

生
は
、６
年
間
の
思
い
出
を
振
り
返

り
な
が
ら
、感
謝
の
気
持
ち
と
卒
業

の
喜
び
を
送
別
の
言
葉
で
表
現
し
ま

し
た
。

　

町
で
は
、小
学
校
４
校
で
97
人
、

中
学
校
３
校
で
１
０
９
人
、合
計

２
０
６
人
が
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
学

び
や
か
ら
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
進
む

児
童
生
徒
た
ち
。
今
後
の
飛
躍
が
大

い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

①沼宮内小の卒業式で佐々木一成校長から卒業証書を授与
擦る卒業生　②授与された卒業証書を保護者に手渡し、感謝
の思いを伝える久保小の卒業生　③在校生と保護者らの拍
手に迎えられ、卒業式に臨む一方井中の卒業生　④沼宮内小
では、門出の言葉でこれまでの小学校生活を振り返りながら、
両親や恩師、地域の人たちへの感謝を述べました

②

③

①

　

巣
立
ち
の
季
節
３
月
。
９
日
か
ら

19
日
に
掛
け
て
町
内
７
つ
の
小
中
学

校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
、夢
と
希
望

に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
卒
業
生
た
ち
が

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
巣
立
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

一
方
井
中（
中
田
隆
一
校
長
、生
徒

45
人
）の
卒
業
式
は
13
日
、同
校
体
育

館
で
行
わ
れ
、17
人
の
卒
業
生
が
中

学
校
生
活
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

式
で
は
、３
年
間
の
思
い
を
込
め
た

呼
び
掛
け
や
合
唱
で
保
護
者
や
教
職

員
、在
校
生
へ
の
感
謝
の
思
い
を
表

現
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、19
日
に
挙
行
さ
れ
た
沼

宮
内
小（
佐
々
木
一
成
校
長
、児
童

２
８
０
人
）の
卒
業
式
で
は
、佐
々
木

校
長
が
卒
業
生
54
人
に
卒
業
証
書
を

授
与
。
式
辞
で
は
、佐
々
木
校
長
が

「
皆
さ
ん
の
卒
業
証
書
に
は
家
族
や

地
域
の
皆
さ
ん
の
思
い
も
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
小
学
校
で
の
貴
重
な
経

験
で
心
も
体
も
成
長
し
、沼
宮
内
小

④
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▼
水
田
農
業
は
、
需
要
に
応
じ
た

米
生
産
の
維
持
・
拡
大
、
国
か
ら

の
産
地
交
付
金
を
活
用
し
て
地
域

振
興
作
物
の
作
付
拡
大
に
よ
る
農

家
所
得
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

▼
園
芸
分
野
は
、
野
菜
・
果
樹
・

花
き
・
葉
た
ば
こ
・
薬
用
作
物
へ

の
基
盤
整
備
や
規
模
拡
大
に
有
効

な
省
力
化
機
械
資
材
購
入
費
の
助

成
、「
野
菜
価
格
補
完
制
度
事
業
」

な
ど
の
価
格
補
て
ん
事
業
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

▼
畜
産
は
、
資
料
自
給
率
の
向
上

の
た
め
、
牧
草
や
飼
料
用
と
う
も

ろ
こ
し
な
ど
の
良
質
な
粗
飼
料
の

積
極
的
な
利
用
拡
大
を
図
り
、
飼

料
用
稲
や
未
利
用
資
源
の
活
用
な

ど
自
給
飼
料
の
有
効
活
用
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
生
産
管
理
機
械

▼
在
宅
医
療
へ
の
理
解
促
進
を
図

り
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま

い
・
生
活
支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
一
体
的
に
提
供
す
る
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
さ
ら
な
る

充
実
に
努
め
ま
す
。

▼
県
の
「
広
域
型
在
宅
医
療
連
携

拠
点
運
営
支
援
事
業
」
を
活
用

し
、
医
療
と
介
護
を
つ
な
ぐ
支
援

な
ど
新
た
な
在
宅
医
療
介
護
連
携

拠
点
の
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

▼
全
て
の
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
障
害
者
福
祉
が
充
実
し
た
共

生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
適
正

な
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
10
月
の
消
費
税
10
㌫
へ
の
引
き

上
げ
に
伴
い
、
新
事
業
と
し
て
低

所
得
者
と
子
育
て
世
帯
の
希
望
者

に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
販

売
し
、
家
計
へ
の
負
担
緩
和
と
地

域
の
消
費
拡
大
を
支
え
ま
す
。

活
力
と
安
心
を

創
出
す
る
産
業
振
興

な
ど
の
導
入
の
た
め
、
国
の
「
畜

産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
」
や
県
単
独

の
「
い
わ
て
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
実
践
支
援
事
業
な
ど
の
補

助
事
業
を
有
効
活
用
し
、
畜
産
農

家
の
所
得
向
上
を
図
り
ま
す
。

▼
農
地
の
有
効
利
用
は
、「
農
地

中
間
管
理
事
業
」
な
ど
を
活
用

し
、
規
模
拡
大
を
志
す
担
い
手
農

家
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
を
進
め

ま
す
。

▼
農
作
物
の
鳥
獣
被
害
対
策
は
、

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
と
の

連
携
を
深
め
、
被
害
防
止
・
駆
除

対
策
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
林
業
は
、
民
有
林
の
森
林
整
備

の
促
進
と
特
用
林
産
物
の
生
産
振

興
を
継
続
し
ま
す
。

▼
森
林
環
境
税
の
創
設
に
伴
い
、

新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
「
森
林
経

営
管
理
制
度
」
に
基
づ
き
、
経
営

管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
森
林
の

所
有
者
と
林
業
経
営
者
を
つ
な
ぐ

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

▼
商
工
業
は
、
県
内
市
町
村
に
先

が
け
て
「
岩
手
町
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
振
興
条
例
」を
施
行
し
、

地
域
経
済
活
性
化
と
持
続
的
経
営

を
図
り
ま
す
。

▼
企
業
誘
致
の
推
進
は
、
県
や
盛

岡
広
域
市
町
な
ど
と
連
携
し
、
新

た
な
立
地
に
つ
な
が
る
施
策
を
進

め
、
雇
用
の
拡
大
や
既
存
誘
致
企

業
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
図
り

ま
す
。

▼
地
方
創
生
事
業
は
、
急
激
な
人

口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
人
材
育
成
と
町
外
か
ら
の
優

秀
な
人
材
の
受
け
入
れ
を
促
進
し

ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
視
点
を
取

り
入
れ
る
た
め
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
増
員
を
図
り
ま
す
。

▼
起
業
・
創
業
支
援
は
、
起
業
初

期
の
活
動
拠
点
や
交
流
場
所
を
開

設
し
、
起
業
家
の
発
掘
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
創
設
し
た

町
の
「
起
業
・
創
業
資
金
支
援
制

度
」
の
有
効
活
用
と
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
に
つ
な
が
る
細
や
か
な
伴
走
型

支
援
に
努
め
ま
す
。

▼
町
地
域
ポ
イ
ン
ト
制
度「
ｉ（
あ

い
）
ポ
イ
ン
ト
」
は
、
地
域
活
動

メ
ニ
ュ
ー
や
ポ
イ
ン
ト
付
与
方
法

の
見
直
し
を
図
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
普
及
と
地
域
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

▼
町
内
唯
一
の
第
３
セ
ク
タ
ー

「
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
」
は
、
施

設
の
適
正
管
理
と
経
営
の
安
定

化
を
図
り
、
来
場
者
が
延
べ

６
５
０
万
人
を
超
え
る
本
町
最
大

の
交
流
拠
点
と
し
て
さ
ら
な
る
交

流
人
口
拡
大
に
努
め
ま
す
。

▼
雇
用
対
策
は
「
若
年
者
雇
用
奨

励
制
度
」
の
ほ
か
、「
新
規
雇
用

等
研
修
費
補
助
金
制
度
」
を
継
続

実
施
し
、
小
規
模
事
業
者
の
従
業

員
研
修
、
資
格
取
得
支
援
な
ど
人

財
育
成
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
観
光
振
興
は
、
本
町
の
観
光
資

源
を
有
効
活
用
し
、
農
商
工
連
携

に
よ
る
観
光
の
推
進
を
図
り
、「
岩

手
町
を
訪
れ
る
人
10
倍
」
を
目
指

し
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
や
ク
ラ
フ
ト

市
の
開
催
な
ど
、
観
光
資
源
の
発

掘
と
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。
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平
成
31
年
度

　

施
政
方
針

　

３
月
４
日
か
ら
14
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
平
成
31
年
第
１
回
町
議
会
定

例
会
で
、
佐
々
木
光
司
町
長
は
今
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
示
す

施
政
方
針
演
説
を
行
い
ま
し
た
。
町
政
運
営
の
基
本
方
針
と
主
要
施
策

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
は
、
総
合
発
展
計

画
に
掲
げ
る
重
点
事
項
に
加
え
、

私
が
町
長
選
挙
で
掲
げ
た
３
つ
の

政
策「
農
林
畜
産
業
の
振
興
」、「
人

材
育
成
と
教
育
の
ま
ち
づ
く
り
」、

「
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
を
軸
に
取
り
組

み
ま
す
。
基
本
政
策
を
目
に
見
え

る
形
と
す
る
た
め
、「
通
信
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
」、「
ま
ち
づ
く
り
企

画
会
社
の
設
立
」、「
い
わ
て
ま
ち

型
在
宅
医
療
体
制
づ
く
り
」、「
人

の
ま
ち
・
花
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」、「
人
口
減
少
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、

公
約
と
し
て
掲
げ
た
「
農
家
所
得

の
10
㌫
ア
ッ
プ
」、「
岩
手
町
を
訪

れ
る
人
数
を
10
倍
」、「
住
民
満
足

度
を
10
倍
」、
の
実
現
に
向
け
て

役
場
組
織
を
再
編
し
、
横
断
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

町
健
康
増
進
計
画
「
第
２
次
す

こ
や
か
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
21
」
の
基

本
理
念
「
健
康
で
心
豊
か
な
生
活

の
確
保
に
努
め
、
町
民
の
健
康
寿

命
の
延
伸
と
生
活
の
質
の
向
上
を

目
指
す
ま
ち
づ
く
り
」に
基
づ
き
、

生
涯
現
役
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
、
子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　

新
た
な
岩
手
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
の
初
年
度
で
あ
り
、
町
の

基
幹
産
業
と
し
て
、
地
域
特
性
を

生
か
し
た
水
稲
、
園
芸
、
畜
産
、

葉
た
ば
こ
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た

「
岩
手
町
型
農
業
」
を
引
き
続
き

展
開
し
ま
す
。
町
認
定
農
業
者
協

議
会
を
中
心
に
実
践
す
る
堆
肥
を

資
源
と
し
て
活
用
し
、
地
域
内
循

環
に
よ
る
環
境
保
全
型
農
業
と
し

て
成
果
を
上
げ
る
「
耕
畜
連
携
」

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
安
全
安

心
な
農
産
物
の
供
給
拠
点
と
し
て

の
地
位
を
確
立
し
、
産
地
と
し
て

の
競
争
力
を
向
上
さ
せ
て
活
発
な

農
業
振
興
を
推
進
し
ま
す
。

▼
健
康
増
進
事
業
の
が
ん
検
診
と

特
定
健
診
は
、
町
保
健
推
進
員
・

医
療
機
関
・
地
域
・
行
政
の
連
携

に
よ
る
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

▼
「
岩
手
町
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く

り
計
画
」
を
新
た
に
策
定
し
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
な
が

ら
、
共
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り

を
進
め
、「
や
さ
し
さ
と
笑
顔
あ

ふ
れ
る
い
わ
て
ま
ち
」
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

▼
「
一
人
一
人
が
食
を
通
じ
て
健

や
か
な
人
生
を
送
る
」
こ
と
を
目

標
に
食
育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
今
後

も
国
保
事
業
の
健
全
な
運
営
に
努

め
、
国
保
財
政
の
一
層
の
基
盤
強

化
の
た
め
、
国
費
投
入
増
額
を
要

望
し
ま
す
。

▼
子
育
て
支
援
の
充
実
の
た
め
、

健
康
福
祉
課
内
に
出
産
・
子
育
て

の
悩
み
に
対
し
て
包
括
的
、
継
続

的
に
支
援
を
行
う
「
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

を
整
え
ま
す
。

▼
「
入
学
準
備
応
援
事
業
」
で
小
・

中
・
高
等
学
校
入
学
者
を
支
援
す

る
た
め
１
人
当
た
り
３
万
円
分
の

町
共
通
商
品
券
の
給
付
で
保
護
者

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

▼
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
と

積
極
的
な
社
会
参
加
の
た
め
、
老

人
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
や
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
用
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
促
進
を
図
り

ま
す
。

▼
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
「
ま
ち
安
心

生
活
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

（
安
心
生
活
あ
い
ネ
ッ
ト
）」
の
さ

ら
な
る
活
動
地
域
の
拡
大
と
事
業

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▼
買
い
物
困
難
者
支
援
事
業
は
、

町
商
工
会
と
連
携
し
て
「
買
い
物

支
援
事
業
」
を
継
続
し
ま
す
。

▼
介
護
保
険
事
業
は
、
平
成
30
年

度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
第
７
期
介

護
保
険
事
業
計
画
及
び
岩
手
町
高

齢
者
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
深
め
て
介
護
予

防
や
生
活
支
援
事
業
な
ど
を
実
施

し
、
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▼
認
知
症
対
策
と
し
て
、
医
師
、

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
な
ど
多
職

種
が
連
携
す
る
「
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
」
に
よ
る
認
知
症

の
早
期
診
断
、
早
期
対
応
を
図
り

ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

優
し
さ
と
連
携
に
よ
る

医
療
・
保
健
・
福
祉
の
充
実
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す
。

▼
一
般
廃
棄
物
ご
み
処
理
事
業

は
、
岩
手
・
玉
山
環
境
組
合
や
町

公
衆
衛
生
連
絡
協
議
会
と
連
携

し
、
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
・
再
使

用
・
再
資
源
化
の
推
進
運
動
を
普

及
し
、
分
別
収
集
に
よ
る
循
環
型

社
会
の
形
成
と
ご
み
の
減
量
化
と

資
源
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
ご
み
・
し
尿
処
理
広
域
化
は
、

県
央
ブ
ロ
ッ
ク
の
関
係
市
町
と
十

分
な
協
議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

▼
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
取
り
組
み
、
情
報

共
有
と
情
報
発
信
を
促
進
し
ま

す
。

▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
を
通
じ
て
、
よ

り
分
か
り
や
す
く
、
利
用
し
や
す

い
町
政
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

▼
「
住
民
満
足
度
10
倍
」
の
公
約

実
現
の
た
め
、
役
場
組
織
の
機
構

再
編
と
社
会
課
題
を
解
決
で
き
る

実
践
力
を
養
う
研
修
を
実
施
し
、

職
員
の
資
質
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

町
の
財
政
指
標
は
、
実
質
公

債
費
比
率
が
平
成
23
年
度
の
17
・

６
㌫
か
ら
29
年
度
は
10
・
６
㌫

安
全
で
快
適
な

生
活
環
境
の
整
備

り
活
動
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

地
域
ぐ
る
み
の
防
犯
活
動
を
推
進

し
ま
す
。

▼
特
殊
詐
欺
被
害
の
発
生
を
防
ぐ

た
め
、
事
案
の
発
生
時
に
防
災
行

政
無
線
や
回
覧
で
の
お
知
ら
せ
、

地
域
で
の
防
犯
講
座
を
開
催
し
、

防
犯
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

▼
空
き
家
対
策
は
、「
岩
手
町
空

き
家
バ
ン
ク
」
を
活
用
し
て
空
き

家
の
流
通
や
利
活
用
の
促
進
を
図

り
、
移
住
・
定
住
策
と
連
携
し
た

空
き
家
バ
ン
ク
に
よ
る
情
報
を
発

信
し
、
利
活
用
と
危
険
な
空
き
家

の
抑
制
を
推
進
し
ま
す
。

▼
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
川
口
分
譲
地

は
、
残
り
区
画
の
販
売
促
進
に
努

め
ま
す
。

▼
上
水
道
事
業
は
、
漏
水
事
故
が

多
発
し
て
い
る
尾
呂
部
・
水
堀
地

区
、
山
辺
内
地
区
の
老
朽
管
更
新

工
事
を
継
続
し
、
安
定
し
た
水
道

供
給
に
努
め
ま
す
。

▼
公
共
下
水
道
事
業
は
、
川
口
境

田
地
区
と
沼
宮
内
舘
地
区
、
犬
袋

地
区
の
汚
水
管
整
備
工
事
を
継
続

し
、供
用
区
域
拡
大
を
図
り
ま
す
。

▼
戸
別
浄
化
槽
事
業
は
、
公
共
用

水
域
の
水
質
汚
濁
防
止
と
公
衆
衛

生
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

▼
水
洗
化
リ
フ
ォ
ー
ム
に
特
化
し

た
補
助
事
業
を
創
設
し
、
さ
ら
な

る
水
洗
化
率
の
向
上
を
図
り
ま

次
世
代
に
引
き
継
が
れ
る

積
極
的
な
取
り
組
み
を

に
、
将
来
負
担
率
が
23
年
度
の

１
０
２
・
６
㌫
か
ら
29
年
度
は

43
・
６
㌫
と
な
っ
て
い
て
、
指
数

は
年
々
改
善
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
財
政
健
全
化
に
配
慮
し
な
が

ら
施
策
を
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

時
代
は
急
速
に
変
化
し
て
い

て
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
に

加
え
て
産
業
技
術
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
の
革
新
、
世
界
規
模
の
環
境

の
変
化
が
押
し
寄
せ
、
先
を
見
通

せ
な
い
時
代
に
突
入
し
て
い
ま

す
。

　

国
で
は
、
狩
猟
社
会
・
農
耕
社

会
・
工
業
社
会
・
情
報
社
会
に
次

ぐ
、
第
５
の
社
会
を
意
味
す
る
ソ

サ
エ
テ
ィ
５
・
０
（
創
造
社
会
）

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
次

世
代
に
つ
な
ぐ
未
来
創
造
型
社
会

の
構
築
に
向
け
、
多
く
の
町
の
皆

さ
ん
が
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
し
、民
間
企
業
と
教
育
機
関
、

官
公
庁
と
地
域
住
民
が
つ
な
が
り

を
持
っ
て
取
り
組
む
産
学
官
民
連

携
の
視
点
で
「
対
話
と
実
践
」
に

よ
る
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
手

法
で
諸
施
策
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
が
将
来
に
わ

た
っ
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
成
熟

し
た
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
今
年
度
か
ら
本
格
的
に
次
期
総

合
発
展
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み

ま
す
。
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▼
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
」
の
設
立
を
支
援
し
、
全
て
の

世
代
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

め
る
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

▼
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
の
参
加

国
と
の
交
流
を
深
め
る
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
事
業
を
推
進
、
町
ホ
ッ
ケ
ー

場
の
人
工
芝
張
り
替
え
工
事
を
実

施
し
、
事
前
キ
ャ
ン
プ
誘
致
活
動

を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

▼
石
神
の
丘
美
術
館
は
、
平
成
30

年
度
に
始
ま
っ
た
再
整
備
工
事
を

引
き
続
き
実
施
し
、
町
の
皆
さ

ん
が
参
加
す
る
植
栽
活
動
な
ど
、

２
０
２
０
年
春
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

▼
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道
は
、

県
や
沿
線
自
治
体
と
と
も
に
、
健

全
か
つ
堅
実
な
会
社
運
営
を
求
め

ま
す
。

▼
岩
手
川
口
駅
は
、
平
成
29
年
に

駅
舎
を
新
築
し
、
30
年
度
に
公
衆

ト
イ
レ
を
新
築
。
今
年
度
は
駐
輪

場
を
新
た
に
整
備
し
利
便
性
向
上

を
図
り
ま
す
。

▼
バ
ス
交
通
は
、「
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
移
動
と
交
流
を
促
進
す
る

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
実
現
を

目
指
し
、
バ
ス
路
線
の
維
持
・
確

保
に
努
め
「
あ
い
あ
い
バ
ス
・
あ

い
あ
い
タ
ク
シ
ー
事
業
の
エ
リ
ア

拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
道
路
施
設
の
計
画
的
な
維
持
管

理
は
、
３
カ
所
の
橋
、
６
カ
所
の

舗
装
道
整
備
、
３
カ
所
の
側
溝
整

備
を
実
施
し
ま
す
。

▼
大
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
を
抑
制

す
る
た
め
、
河
川
と
水
路
の
整
備

を
継
続
し
、
被
害
が
想
定
さ
れ
る

場
所
の
特
定
を
行
い
ま
す
。

▼
道
路
改
良
事
業
は
、
主
要
な
通

学
路
で
あ
る
横
田
岩
崎
線
、
沼
宮

内
一
方
井
線
、
川
口
野
原
線
を
継

続
し
て
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
歩

行
者
の
安
全
確
保
に
重
点
を
置
き

な
が
ら
、
車
両
交
通
の
利
便
性
を

高
め
ま
す
。

▼
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
未
整
備
地
域
に
高

速
・
大
容
量
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
調

査
に
着
手
し
、
公
共
施
設
へ
の
公

衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
の
整
備
に
取

り
組
み
ま
す
。

▼
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
組
合
が

保
有
す
る
施
設
は
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
改
修
を
支
援
し
ま
す
。

▼
防
災
計
画
は
、
北
上
川
の
浸
水

想
定
区
域
と
土
砂
災
害
警
戒
区

域
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の

対
象
地
域
へ
の
説
明
会
と
防
災
研

修
を
開
催
し
、
防
災
マ
ッ
プ
の
作

成
や
個
別
避
難
行
動
計
画
の
策
定

支
援
に
よ
る
防
災
意
識
の
啓
発
を

図
り
ま
す
。

▼
交
通
安
全
対
策
は
、
児
童
生

徒
、
高
齢
者
の
安
全
確
保
を
重
点

に
、
歩
行
者
と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交

通
ル
ー
ル
順
守
を
推
進
し
ま
す
。

▼
運
転
に
不
安
の
あ
る
高
齢
者
に

対
す
る
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納

支
援
事
業
で
交
通
事
故
防
止
を
図

り
ま
す
。

▼
防
犯
対
策
は
、
地
域
や
学
校
が

一
丸
と
な
っ
た
登
下
校
時
の
見
守

町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
と

健
全
な
行
政
経
営
の
推
進

教
育
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ

の
推
進

機
能
的
連
携
を
促
進
す
る

社
会
基
盤
の
整
備
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平成31年度一般会計歳出予算額　

78億3,462万円

◎歳出の内訳

民生費民生費
18億 2,826 万円18億 2,826 万円

23.3%23.3%

教育費教育費
10億 6,369 万円10億 6,369 万円

13.6%13.6%

総務費総務費
10億 5,100 万円10億 5,100 万円

13.4%13.4%

衛生費衛生費
9億 8,740 万円9億 8,740 万円

12.6%12.6%

公債費公債費
9億 893万円9億 893万円
11.6%11.6%

土木費土木費
８億 4,701 万円８億 4,701 万円

10.8%10.8%

消防費消防費
４億 6,213 万円４億 6,213 万円

5.9%5.9%

農林水産業費農林水産業費
４億 61万円４億 61万円
5.1%5.1%

その他その他
２億 8,559 万円２億 8,559 万円

3.7%3.7%

▽ 町民１人当たりの
歳出予算額

およそ
58万3,280円です。
民生費
・・・約 13万 6,112 円

教育費
・・・約７万 9,190 円

総務費
・・・約７万 8,245 円

衛生費
・・・約７万 3,511 円

公債費
・・・約６万 7,668 円

土木費
・・・約６万 3,059 円

消防費
・・・約３万 4,405 円

農林水産業費
・・・約２万 9,825 円

その他
・・・約２万 1,261 円

※平成 31 年 2 月末日現在の
人口 13,432 人で算出

　

基
金
と
は
、
町
が
計
画
的
な
財

政
運
営
や
災
害
な
ど
に
備
え
る
積

立
金
の
こ
と
で
す
。
急
激
な
税
収

の
減
少
や
災
害
に
よ
る
支
出
増
加

に
対
応
す
る
財
政
調
整
基
金
や
借

金
返
済
に
使
う
減
債
基
金
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
財
政
調
整
基
金
は
近

年
、
減
少
傾
向
に
あ
り
、
残
高
は

平
成
30
年
で
13
億
６
４
８
１
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
債
と
は
、
公
共
施
設
の
整
備

な
ど
の
た
め
に
国
か
ら
特
別
に
認

め
ら
れ
て
調
達
で
き
る
借
金
の
こ

と
で
す
。
一
般
会
計
に
お
け
る
町

債
残
高
は
、
平
成
15
年
が
ピ
ー
ク

で
１
４
８
億
９
５
８
６
万
円
あ

り
ま
し
た
が
、
近
年
は
残
高
の

削
減
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
平
成
30
年
決
算
で
は

83
億
７
８
０
９
万
円
と
な
る
見
込

み
で
、
町
民
１
人
当
た
り
に
換
算

す
る
と
約
62
万
円
に
な
り
ま
す

（
平
成
31
年
２
月
末
日
の
人
口
で

算
出
）。

　

本
年
度
の
公
債
費
（
返
済
分
）

は
９
億
８
９
３
万
円
で
、
一
般
会

計
歳
出
の
11
・
６
㌫
を
占
め
ま
す
。

基
金
の
状
況

町
債
の
状
況

本
年
度
は
、
10
億
９
２
５
９
万
円

の
町
債
が
道
路
整
備
事
業
と
教
育

施
設
整
備
事
業
に
活
用
さ
れ
ま

す
。
平
成
31
年
度
当
初
予
算
に
基

づ
く
、
当
該
年
度
末
残
高
は
前
年

度
予
算
か
ら
の
繰
り
越
し
分
を
含

め
て
86
億
１
０
５
８
万
円
に
な
る

見
込
み
で
す
。

　

な
お
、
特
別
会
計
等
予
算
で

は
、
戸
別
浄
化
槽
事
業
や
下
水
道

施
設
整
備
事
業
、
上
下
水
道
施
設

整
備
事
業
で
町
債
を
活
用
し
て
い

ま
す
。

0
20 億円
40 億円
60 億円
80 億円
100 億円
120 億円

23 24 25 26 27 28 29 30 （年度）

83 億83億
7,809 万円7,809 万円
（見込）（見込）

85億85億
13万円13万円

87億87億
8,665 万円8,665 万円

91億91億
418万円418万円

94億94億
772万円772万円

97億97億
2,000万円2,000万円

101億101億
9,862万円9,862万円

107億107億
4,444 万円4,444 万円
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平成31年度一般会計歳出予算額　

78億3,462万円

◎歳入の内訳
平
成
31
年
度

 
町
の
予
算

　

歳
入
は
、
自
主
財
源
と
依
存
財

源
に
分
か
れ
ま
す
。自
主
財
源
は
、

町
税
な
ど
町
が
独
自
に
集
め
る
こ

と
が
で
き
る
財
源
の
こ
と
で
す
。

一
方
、
依
存
財
源
は
、
地
方
自
治

が
適
切
に
運
営
で
き
る
よ
う
国
が

各
自
治
体
に
国
税
の
一
定
割
合
を

交
付
す
る
お
金
（
地
方
交
付
税
）

や
、国
や
県
な
ど
か
ら
の
補
助
金
、

町
の
借
金
に
あ
た
る
町
債
な
ど
で

す
。
自
主
財
源
の
比
率
が
大
き
い

ほ
ど
、
財
政
運
営
の
自
主
性
や
安

定
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
の
自
主
財
源
比
率
は
25
・
６
㌫

と
な
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財

政
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
目
的
別
で
は
支
出
割

合
の
大
き
い
順
に
民
生
費
、
教
育

費
、総
務
費
と
続
き
ま
す
。
ま
た
、

性
質
別
で
は
、
物
件
費
、
普
通
建

設
事
業
費
、
人
件
費
の
順
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
等
は
、
町
が
特
定
の

事
業
を
行
う
た
め
の
会
計
で
、
一

般
会
計
と
は
別
に
収
支
経
理
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
き
に
設
け
ら
れ

る
会
計
で
す
。
町
の
特
別
会
計
等

■自主財源　　■依存財源

町税町税
15億 2,841 万円15億 2,841 万円

19.5%19.5%

諸収入等諸収入等
４億 6,916 万円４億 6,916 万円

6.1%6.1%

地方交付税地方交付税
30億 7,427 万円30億 7,427 万円

39.2%39.2%

町債町債
10億 9,259 万円10億 9,259 万円

13.9%13.9%

国庫支出金国庫支出金
７億 374万円７億 374万円

9.0%9.0%

県支出金県支出金
５億 1,908 万円５億 1,908 万円

6.6%6.6%

地方譲与税地方譲与税
１億 3,840 万円１億 3,840 万円

1.8%1.8%

その他その他
３億 897万円３億 897万円

3.9%3.9%

一
般
会
計
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
最
も
身
近
な
予

算
で
す
。
本
年
度
の
総
額
は
78
億
３
４
６
２
万
円

で
前
年
度
を
５
億
１
０
５
４
万
円
（
７
・
０
㌫
）

上
回
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
予
算

特
別
会
計
等
予
算

は
、
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
、
戸
別
浄
化
槽
、
下
水
道

事
業
、
水
道
事
業
の
５
つ
。
本
年

度
の
特
別
会
計
等
予
算
の
総
額
は

27
億
３
２
９
２
万
円
で
す
。

会 計 名 予 算 額 説　明
一　般　会　計 78億 3,462 万円 特別会計を除く全般的な経費を計上

国民健康保険特別会計 15億 6,813 万円 国民健康保険に関わる経費を計上
後期高齢者医療特別会計 1億 4,229 万円 後期高齢者の医療に関わる経費を計上
戸別浄化槽事業特別会計 3,070 万円 戸別浄化槽の設置に関わる経費を計上
下水道事業会計 5億 870万円 下水道に関わる経費を計上
水道事業会計 4億 8,310 万円 上水道に関わる経費を計上
合　　　計 105億 6,754 万円 岩手町全体の予算額
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域
整
備
課
長
）
▽
議
会
事
務
局
長
併
監
査
委
員
事
務
局
長

　

佐
々
木
康
博
（
町
民
課
国
保
年
金
係
主
幹
）
▽
水
道
事

業
所
長　

井
上
祐
司
（
水
道
事
業
所
上
下
水
道
係
主
幹
）

▽
学
校
教
育
課
長
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　

早
坂
真

由
美
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
）
▽
社
会
教
育
課

長
兼
中
央
公
民
館
長
兼
図
書
館
長　

工
藤
晋
（
教
育
委
員

会
事
務
局
文
化
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
長
）
▽
町
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
局
長　

田
村
康
志
（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育

政
策
室
長
）
▽
主
幹
兼
企
画
商
工
課
長
補
佐　

本
田
桂
一

（
健
康
福
祉
課
地
域
医
療
対
策
室
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
室
長
）

【
課
長
補
佐
級
】　

▽
総
務
課
長
補
佐
併
選
挙
管
理
委
員
会

書
記
次
長　

阿
部
陽
子
（
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育

係
副
主
幹
）
▽
み
ら
い
創
造
課
長
補
佐　

地
舘
浩
二
（
総

務
課
財
政
係
主
幹
）
▽
町
民
課
長
補
佐　

高
橋
真
樹
（
総

務
課
防
災
交
通
係
主
幹
）
▽
健
康
福
祉
課
長
補
佐
兼
保
健

師
長　

山
口
重
子
（
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係
主
幹
兼
保

健
師
長
）
▽
健
康
福
祉
課
長
補
佐　

笹
渡
輝
昭
（
地
域
整

備
課
都
市
計
画
係
主
幹
）　

▽
長
寿
介
護
課
長
補
佐　

山

本
博
幸
（
総
務
課
行
政
係
主
幹
）
▽
税
務
会
計
課
長
補
佐

　

須
賀
太
仁
子
（
町
民
課
戸
籍
住
民
係
主
幹
）
▽
農
林
課

長
補
佐　

滝
川
勉
（
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
利
用
係
主

幹
）
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長
補
佐　

田
村
育
江
（
町
民

課
子
育
て
支
援
係
主
幹
）
▽
建
設
課
長
補
佐　

阿
部
嘉
仁

（
地
域
整
備
課
地
域
整
備
係
主
幹
）
▽
水
道
事
業
所
長
補

佐　

熊
谷
洋
造
（
税
務
会
計
課
収
納
係
主
幹
）
▽
学
校
教

育
課
長
補
佐　

宮
田
誠（
企
画
商
工
課
企
画
広
報
係
主
幹
）

▽
社
会
教
育
係
課
長
補
佐　

大
沢
直
樹
（
健
康
福
祉
課
福

祉
支
援
係
主
幹
）
▽
中
央
公
民
館
長
補
佐　

菅
原
修
（
中

央
公
民
館
地
域
推
進
係
主
幹
）

【
退
職
者
】　

▽
参
事
兼
会
計
管
理
者
兼
税
務
会
計
課
長　

沢
口
寿　

▽
水
道
事
業
所
長　

工
藤
豊
彦　

▽
総
務
課
用

務
員　

佐
藤
一
彦　

所　

属

職　

名

氏　

名　

総
務
課

課
長
・
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

佐
藤　

秀
樹

課
長
補
佐
・
同
書
記
次
長

阿
部　

陽
子

行
政
係
長

上
澤　

一
久

財
政
係
長

阿
部　

智
光

防
災
交
通
係
長

高
橋　

良
美

課
員

田
村　

真
一

金
沢　

浩
美

田
屋　

千
秋

木
戸
口　

諭

中
村　

行
佑

河
野　

亜
衣

瀬
川　

潤

今
松　

稔
喜

企
画
商
工
課

課
長

竹
花　

勇
治

主
幹
兼
課
長
補
佐

本
田　

桂
一

企
画
広
報
係
長

佐
藤　

亘

商
工
観
光
係
長

佐
藤　

博
光

課
員

遠
藤　

康
平

菅
野　

逸
平

伊
藤　

賢

滝
沢　

璃
菜

み
ら
い　

　

創
造
課

課
長

佐
藤　

栄
幸

課
長
補
佐

地
舘　

浩
二

政
策
推
進
係
長

立
花　

涼

政
策
推
進
係
主
査

越
戸
沢　

友
樹

課
員

滝
川　

美
貴
子

地
域
お
こ
し
協
力
隊

小
林　

彩

田
中　

真
之

菅
原　

み
き

渥
美　

さ
お
り

議
会
事
務
局
局
長
（
併
）
監
査
委
員
事
務
局
長

佐
々
木　

康
博

議
事
係
長
（
併
）
同
庶
務
係
長

丹
内　

貴
明

◆２階 窓口案内◆
番号 係名
① 行政係
② 財政係
③ 防災交通係
④ 政策推進係
⑤ 商工観光係
⑥ 企画広報係
⑦ 議事係

２Ｆ

総務課総務課
③　②　①

エレベーター

④

第１第１
会議室会議室

町
長
室

町
長
室

副
町
長
室

副
町
長
室

応
接
室

応
接
室

第２第２
会議室会議室

⑦議会事務局議会事務局
正・副議長室正・副議長室 議場議場

出
入
口

印
刷
室

印
刷
室
図
書
室

図
書
室

3階3階

議員控室議員控室

ト
イ
レ

ト
イ
レ

3階3階

選挙管理委員会選挙管理委員会

企画商工課企画商工課

みらい創造課みらい創造課

④

⑤
⑥

トイレ
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人
事
異
動

人
事
異
動

各
課
の
配
置

各
課
の
配
置

町
職
員
の

町
職
員
の

平
成
平
成
3131
年
度
年
度

所　

属

職　

名

氏　
　

名

町
民
課

課
長

長
岡　

友
子

課
長
補
佐
兼
環
境
係
長

高
橋　

真
樹

戸
籍
住
民
係
長

平
野　

祐
子

国
保
年
金
係
長

藤
沢　

祐
介

戸
籍
住
民
係
主
査

北
舘　

晶
子

国
保
年
金
係
主
査

田
村　

秀
彦

課
員

大
沢　

季
子

高
橋　

暁
子

四
日
市　

里
美

高
橋　

圭
佑

三
浦　

樹
弥

畑
山　

知
加

健
康
福
祉
課

課
長

簗
場　

睦
子

課
長
補
佐
（
地
域
医
療
対
策
担
当
）

笹
渡　

輝
昭

課
長
補
佐
兼
健
康
推
進
係
長
兼
保
健
師
長

山
口　

重
子

子
育
て
支
援
係
長

岩
崎　

裕
樹

福
祉
支
援
係
長

滝
川　

倫

子
育
て
支
援
係
主
査

千
葉　

優
子

健
康
推
進
係
主
任
保
健
師
兼
主
査

鈴
木　

智
子

主
任
栄
養
士

遠
藤　

美
恵

山
本　

め
ぐ
み

保
健
師

遠
藤　

佐
知
子

伊
藤　

晴
香

千
葉　

珠
里

瀬
川　

麦
穂

課
員

立
花　

翔
太

細
野　

清
範

長
寿
介
護
課

課
長

民
部
田　

政
彦

課
長
補
佐
兼
高
齢
者
福
祉
係
長

山
本　

博
幸

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長

柵
山　

実

同
主
任
保
健
師
兼
主
査

道
ノ
下 

る
み
子

同
主
任
保
健
師

畠
山　

茜

課
員

八
戸　

美
和
子

早
坂　

真
奈
美

山
口　

裕
美

税
務
会
計
課

課
長
・
会
計
管
理
者

田
村　

寿

課
長
補
佐

須
賀　

太
仁
子

課
税
資
産
係
長

志
田　

順
悦

収
納
係
長

畑
中　

鉄
実

会
計
係
長

西
島　

佳
苗
子

収
納
係
主
査

柴
田　

直
樹

課
員

滝
川　

昌
洋

田
村　

律
子

三
浦　

祐
介

大
宮　

空

サ
ン
ト
ス 
拓
也

　

町
は
３
月
20
日
、職
員
の
人
事
異
動
を
内
示
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
課
の
名
称
変
更
と
統
廃
合
、
役
職
名
の
変
更
、

長
寿
介
護
課
と
み
ら
い
創
造
課
の
新
設
な
ど
、
４
月
か
ら

実
施
さ
れ
る
町
行
政
機
構
改
革
に
よ
り
大
規
模
な
人
事
異

動
と
な
り
、
延
べ
73
人
が
異
動
。
管
理
職
を
含
む
３
人
が

退
職
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
「
主
幹
」
と
い
う
役
職
は
「
課
長

補
佐
」
に
、「
副
主
幹
」
の
役
職
は
「
係
長
」
と
「
主
査
」

に
そ
れ
ぞ
れ
変
わ
り
ま
す
。
主
な
人
事
異
動
と
退
職
者
は

次
の
と
お
り
、
各
課
や
係
の
配
置
と
町
の
全
職
員
の
配
置

は
表
の
と
お
り
で
す
。（　

）
は
前
任
。

【
課
長
級
】　

▽
み
ら
い
創
造
課
長　

佐
藤
栄
幸
（
県
文
化

ス
ポ
ー
ツ
部
文
化
ス
ポ
ー
ツ
企
画
室
主
任
主
査
）
▽
町
民

課
長　

長
岡
友
子
（
議
会
事
務
局
長
）
▽
健
康
福
祉
課
長

兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　

簗
場
睦
子
（
町
民
課
長
）
▽
長

寿
介
護
課
長
兼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
水
堀
い
き
が

い
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

　

民
部
田
政
彦
（
健
康
福
祉
課
長
）
▽
会
計
管
理
者
兼
税

務
会
計
課
長　

田
村
寿
（
教
育
次
長
）
▽
農
林
課
長　

高

村
伸
男（
農
林
環
境
課
長
）▽
建
設
課
長　

佐
藤
竜
也（
地

◆１階 窓口案内◆
番号 係名
① 戸籍住民係
② 環境係
③ 国保年金係
④ 子育て支援係
⑤ 健康推進係
⑥ 福祉支援係
⑦ 高齢者福祉係
⑧ 地域包括支援センター
⑨ 課税資産係
⑩ 収納係
⑪ 会計係

健康福祉課健康福祉課
町民課町民課

正面玄関

町民町民
ホールホール

③　②　①

⑥

⑨

2階2階

税務会計課税務会計課

2階2階

出入口
出
入
口

出入口
（休日夜間通用口）

宿直室宿直室

出入口 エレベーター

総合案内総合案内

⑤④

⑦ 
⑧

談話室談話室

１Ｆ
金融機関金融機関

トイレトイレ

長寿介護課長寿介護課

⑩
⑪

トイレ
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売れ行き売れ行き好調 !!好調 !!
岩手町ブルーベリーワイン岩手町ブルーベリーワイン「「ルルとリリルルとリリ」」

町の新たな特産品として、２月の販売開始から好調な売れ行きで人気を
集めている岩手町ブルーベリーワイン「ルルとリリ」

　

町
ふ
る
さ
と
振
興
公
社（
社
長
・

佐
々
木
光
司
町
長
）
が
２
月
に
発

売
し
た
、
岩
手
町
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

ワ
イ
ン
「
ル
ル
と
リ
リ
」
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
年
齢
層
か
ら
の
人
気
を

集
め
好
調
な
販
売
を
維
持
し
て
い

ま
す
。

　

町
特
産
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ワ
イ

ン
の
開
発
は
、
町
ふ
る
さ
と
振
興

公
社
が
主
体
と
な
っ
て
進
め
、
新

し
い
味
と
デ
ザ
イ
ン
、
商
品
コ
ン

セ
プ
ト
に
基
づ
い
て
開
発
を
行
い

ま
し
た
。
ワ
イ
ン
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

や
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
な
ど
は
、
盛

岡
市
の
デ
ザ
イ
ン
会
社
、
ホ
ー
ム

シ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
が
携
わ
り
、
同

公
社
を
代
表
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
と
し
て
人
気
を
集
め
る
「
ル
ル

と
リ
リ
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
ル
ル
と
リ
リ
」
の
販

売
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
に
若
い

世
代
の
感
性
を
取
り
入
れ
る
た

め
、
山
形
県
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
構

え
る
東
北
芸
術
工
科
大
・
企
画
構

想
学
科
の
学
生
と
と
も
に
商
品
の

Ｐ
Ｒ
戦
略
や
有
効
な
販
売
戦
略
を

作
り
上
げ
ま
し
た
。
学
生
が
考
案

し
た
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
を
有
効
に
活

用
し
、
販
売
に
つ
な
げ
る
「
２
人

だ
け
の
ル
ル
と
リ
リ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
も
今
後
実
施
す
る
予
定
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
大
切
な
人
と
の
思
い
出
や

物
語
を
募
集
し
、
当
選
者
に
は
投

稿
文
や
日
付
な
ど
が
入
っ
た
特
別

包
装
の
「
ル
ル
と
リ
リ
」
が
届
く

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
企
画
を
行
い
ま

す
。

　
「
愛
さ
れ
る
高
級
感
」
と
、「
特

別
な
日
を
さ
ら
に
楽
し
く
」
と
い

う
思
い
が
込
め
ら
れ
た
「
ル
ル
と

リ
リ
」
は
、
特
別
な
相
手
と
の
会

話
が
弾
む
、
２
人
に
楽
し
い
時
間

を
提
供
し
て
く
れ
る
ワ
イ
ン
と
し

て
、
誕
生
日
や
結
婚
記
念
日
な
ど

大
切
な
日
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

演
出
し
ま
す
。

　
「
ル
ル
と
リ
リ
」
の
初
回
製
造

分
は
、
道
の
駅
「
石
神
の
丘
」
で

の
限
定
２
３
０
０
本
の
販
売
が
行

わ
れ
、
好
調
な
売
れ
行
き
に
支
え

ら
れ
一
時
品
切
れ
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
、
追
加
で
製
造
を

行
っ
て
い
る
「
ル
ル
と
リ
リ
」
の

次
回
の
販
売
開
始
は
７
月
ご
ろ
を

予
定
。
ま
た
、現
在
は
道
の
駅「
石

神
の
丘
」
で
の
み
販
売
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
、
取
り
扱
い
店
を
増

や
し
な
が
ら
販
路
を
拡
大
し
て
い

く
予
定
で
す
。

「
ル
ル
と
リ
リ
」が
大
人
気

７
月
か
ら
追
加
販
売
予
定

　平成31年３月１日発行の広報いわてまち第717
号、２～３ページに掲載した情報に誤りがありま
した。訂正してお詫びいたします。
　「ブルーベリーワイン『ルルとリリ』のイメージ
やキャッチコピーを東北芸術工科大の学生が考案
し、コンセプト作りに取り組んだ」という内容でお

訂正とお詫び 知らせしましたが、正しくは、以下のとおりです。

　町ふるさと振興公社が主体となって『ルルとリリ』
のコンセプト作りに取り組み、ワインのイメージや
ネーミングを考案しました。東北芸術工科大の学生
は、販売戦略やプロモーションの考案に携わりまし
た。
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所　

属

職　

名

氏　

名

農
林
課

課
長

高
村　

伸
男

課
長
補
佐
兼
農
村
整
備
係
長

滝
川　

勉

農
業
振
興
係
長

高
橋　

宗
介

林
務
畜
産
係
長

西
島　

寿
紀

同
主
査

金
沢　

勇
貴

課
員

丹
内　

真
子

佐
々
木　

隆
史

高
橋　

大
記

今
松　

輝

千
葉　

大
地

遠
藤　

真
仁

農
業
委
員
会

事
務
局

局
長

高
村　

伸
男

局
長
補
佐

田
村　

育
江

農
地
利
用
係
長

久
保　

栄
司

農
地
利
用
係
主
査

府
金　

昌
代

建
設
課

課
長

佐
藤　

竜
也

課
長
補
佐

阿
部　

嘉
仁

施
設
整
備
係
長

工
藤　

満
広

維
持
管
理
係
長

大
巻　

和
紀

都
市
住
宅
係
長

田
中　

盛
夫

主
査

笈
口　

一
美

課
員

畑
中　

功

帷
子　

晃
弘

佐
々
木　

一
馬

三
浦　

聖
矢

水
道
事
業
所

所
長

井
上　

祐
司

所
長
補
佐
兼
管
理
係
長

熊
谷　

洋
造

上
下
水
道
係
長

岩
崎　

朋
之

管
理
係
主
査

滝
川　

吟
子

上
下
水
道
係
主
査

外
地　

千
尋

同

遠
藤　

秀
司

主
査

工
藤　

豊
彦

所
員

幅　

将
樹

所　

属

職　

名

氏　

名

学
校
教
育
課

課
長
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

早
坂　

真
由
美

課
長
補
佐
兼
同
所
長
補
佐

宮
田　

誠

学
校
教
育
係
長

竹
田　

宏
記

課
員

高
橋　

さ
ち
子

福
士　

峻
平

沼
宮
内
小
用
務
員

千
葉　

国
男

川
口
小

用
務
員

髙
橋　

祐
介

沼
宮
内
中
用
務
員

遠
藤　

信
男

川
口
中

用
務
員

上
山　

由
賀
里

社
会
教
育
課

課
長

工
藤　

晋

課
長
補
佐

大
沢　

直
樹

社
会
教
育
係
長

高
橋　

昭
子

同
主
査

山
中　

寿
行

課
員

高
橋　

真
友
子

山
下　

真
由

中
央
公
民
館
館
長
兼
図
書
館
長

工
藤　

晋

館
長
補
佐

菅
原　

修

地
域
推
進
係
長

横
沢　

晃
子

沼
宮
内
児
童
館
館
長

佐
藤　

望
美

派　

遣

氏　

名

町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長

田
村　

康
志

岩
手
・
玉
山
環
境
組
合
事
務
局
長

八
戸　

裕
雄

町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
次
長

松
田　

伸

盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
係
長

立
花　

裕

同
主
査

田
中　

ア
サ
子

県
市
町
村
課

三
ツ
谷　

賢
司

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

千
葉　

智
宏

◆３階 窓口案内◆
番号 係名
① 林務畜産係
② 農業振興係
③ 農村整備係
④ 農地利用係
⑤ 施設整備係
⑥ 維持管理係
⑦ 都市住宅係
⑧ 管理係
⑨ 上下水道係
⑩ 社会教育係
⑪ 学校教育係建設課建設課

水道事業所水道事業所

⑪

2階2階
エレベーター

⑨
⑧

⑩

第４第４
会議室会議室

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

議場議場

教
育
長
室

教
育
長
室

議会傍聴席議会傍聴席

議会議会
委員会室委員会室

⑦   ⑥   ⑤   ④　③  ②  ①

教育委員会教育委員会

農林課農林課

2階2階

３Ｆ
ト
イ
レ

ト
イ
レ

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い

　
　
相
談
室

　
　
相
談
室

トイレトイレ学校教育課学校教育課 社会教育課社会教育課
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北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

１歳児健診に来てくれたお子さ
んのかわいい笑顔を紹介します。

お子さんの紹介
な ま え（地区）
保護者から一言

いつか
どこかで

帷子勝道さんの長女

帷
かたびら

子 桃
と う か

加ちゃん（土川）

明るく元気に育ってね。

松村和樹さんの長男

松
まつむら

村 凰
お う た

汰くん（下浮島）
元気で優しい子になってね。

田中利春さんの次女

田
た な か

中 心
あ づ は

月花ちゃん（大森）

地舘智さんの次男

地
ち だ て

舘 功
こ う た

太くん（橋場）

元気で優しい子に育ってね。

優しく元気いっぱいに育ってね。

大工さんになりたい
　「大工さんになって家族に家を建ててあげたい」
と将来の夢を語る陽君。家を建てている建築現場
を見て憧れたという陽君は、大工さんの作業に
かっこよさを感じています。学校では図形の学習
が好きで、図工の授業で箱を組み立てさまざまな
ものを作ったという手先の器用さは、まさに大工
さん向き。５年生に進級して迎える新学期では、
「学校の勉強のレベルが上がるので頑張りたい。
特に国語と算数」と目標を掲げます。

（川口小5年）（川口小5年）柳
や な ぎ も と

本 陽
は る

 君

　町の職員として働いて１年が過ぎ、「公務員として町の皆さんに公平に接す
ることを心掛けています」と語る清範さん。現在は健康福祉課に所属し、身体
障害者への手帳の交付などの業務を担当しています。小学１年から始めた卓球
では、東北大会でベスト８の成績を残すなど、その実力は折り紙付き。休みの
日には「ドライブや学生時代を過ごした北海道への旅行を楽しむ」といい、「学
生時代の友達との関係は今も大切にしています」と人とのつながりを重んじる
清範さん。理想の女性像は「明るく朗らかの人」と笑顔で語り、ハキハキとし
たその受け答えに誠実な人柄が垣間見えます。

Smile
Babies

ヤ ン グ

散歩

No.356

My Dream

僕
の
夢

私
の
夢

スマイル
ベイビーズ

【プロフィル】　
東部中、大野高、県立農業大学校を経て酪農学園大
学を2018年３月に卒業後、同年４月に岩手町役場
に就職。血液型Ｏ型、うお座

細
ほ そ の

野 清
き よ の り

範さん（23）

友達とのつながり、今も大切に

№ 344
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久
保
公
民
館
の
女
性
学
級
は
２

月
28
日
、細
工
を
施
し
た
巻
き
ず

し
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
当

日
は
、桃
の
花
の
よ
う
に
細
工
を

施
し
た
巻
き
ず
し
と
、四
海
巻
き

と
呼
ば
れ
る
巻
き
ず
し
づ
く
り
に

12
人
が
参
加
。
桃
の
花
の
模
様
を

施
す
巻
き
ず
し
は
、ひ
な
祭
り
に

作
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、四
海
巻

き
は
、焼
き
の
り
な
ど
の
具
材
で

波
の
形
を
表
現
し
て
い
て
、縁
起

の
良
い
飾
り
細
工
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
参
加
者
は
、久
保
恵
子
さ
ん

＝
落
合
＝
、佐
々
木
京
子
さ
ん
＝

同
＝
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、二

種
類
の
細
工
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
、華
や
か
で
彩
り
豊
か
な
巻
き

ず
し
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
参
加

し
た
佐
々
木
ウ
メ
さ
ん
は「
巻
き

ず
し
の
飾
り
細
工
は
難
し
か
っ
た

け
ど
、み
ん
な
で
作
っ
て
み
て
楽

し
く
で
き
ま
し
た
」と
笑
顔
。
調

理
後
は
、参
加
者
全
員
で
出
来
上

が
っ
た
巻
き
ず
し
を
堪
能
し
な
が

ら
、楽
し
い
会
話
に
花
を
咲
か
せ

ま
し
た
。

　

第
17
回
ま
ん
ぷ
く
そ
ば
フ
ェ
ス

タ
は
３
月
２
、３
日
の
２
日
間
、岩

手
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・
プ
ラ
ザ

あ
い
で
開
催
さ
れ
、八
幡
平
市
、葛

巻
町
、岩
手
町
の
３
市
町
の
自
慢

の
手
打
ち
そ
ば
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
る
会
場
は
多
く
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
北
緯
40
度
エ

リ
ア
と
八
戸
市
か
ら
も
様
々
な
特

産
品
が
集
結
。
手
打
ち
そ
ば
を
販

売
す
る
店
舗
に
は
行
列
が
で
き
、

特
産
品
を
販
売
す
る
ブ
ー
ス
で

は
、多
彩
な
特
産
品
が
人
気
を
呼

び
ま
し
た
。

　

両
日
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
そ

ば
打
ち
体
験
で
は
、初
め
て
そ
ば

打
ち
を
体
験
す
る
人
や
親
子
連
れ

で
参
加
す
る
人
の
姿
も
見
ら
れ
、

食
と
体
験
を
通
じ
て
そ
ば
の
魅

力
を
実
感
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、大

蛇
そ
ば
の
早
食
い
競
争
や
歌
謡

シ
ョ
ー
、そ
ば
打
ち
の
実
演
な
ど

が
行
わ
れ
た
同
フ
ェ
ス
タ
に
は
、

町
内
外
か
ら
延
べ
３
千
５
百
人
の

来
場
者
が
訪
れ
、そ
ば
尽
く
し
の

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

①そば打ち体験を通じて自らの手でそば打ちを行う参加
者　②毎年恒例の大蛇そばの早食い大会は多くの参加者
で盛り上がりました

①

②

①
久
保
公
民
館
の
巻
き
ず
し
づ
く
り
に
参
加
し
た
皆
さ
ん　

②
完
成
し
た
巻
き
ず
し　

③
講
師
を
務
め
た
久
保
恵
子
さ
ん

きらり

近
隣
市
町
の
そ
ば
の
味
を
堪
能

ま
ん
ぷ
く
そ
ば
フ
ェ
ス
タ
開
催

まち ひと

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

Topics
01

Topics
02
細工寿司で食卓を華やかに
久保公民館で巻きずし教室

①

③ ②
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▼2019.04.01 ～

力づくりで健康に
○町総合運動公園利用案内体

ひ
な
人
形
を
前
に
元
気
よ
く
童
謡
を
歌
い
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
る
児
童
ら

　沼宮内公民館（福士悟分館長）の高齢者いきいき学級は
２月22日、沼宮内小の１年生児童41人とともにひなまつ
り交流会を行いました。当日は、沼宮内地区老人クラブ
の26人が参加。ひな祭りに関連する童謡を児童らととも
に元気よく歌いました。また、こま回しやけん玉、あやと
りやおはじきなど、高齢者にとっては懐かしく、小学生に
は新鮮に感じられる昔遊びを実施。児童らは、高齢者の
皆さんに教えてもらいながら、こま回しやあやとりを通
じて世代間の交流を深めました。

ひ な祭りと昔遊びで世代間交流
○沼宮内ひなまつり交流会 ▼2019.02.22

ゆはずＦＣが見事優勝を勝ち取る
○いわぎんカップ○いわぎんカップ

　いわぎんカップは３月24日、盛岡市のいわぎんスタジ
アムで行われ、ゆはずＦＣが優勝に輝きました。
　同大会は、８チームが参加して行われた大会で、小学１
～３年生が出場できる６人制のサッカー大会。４チーム
で行われた予選リーグを着実に突破したゆはずＦＣは、
決勝戦でMario（遠野市）を下し、見事に優勝を果たしま
した。
【大会結果】　①ゆはずＦＣ　②Mario（遠野市）

▼2019.03.24

い
わ
ぎ
ん
カ
ッ
プ
で
優
勝
し
た
ゆ
は
ず
Ｆ
Ｃ

New
s×Spo r t s

　町総合運動公園は、緑鮮やかな人工芝のフィールド
や広々としたアリーナ、天然芝の多目的グラウンドな
ど、さまざまなスポーツを楽しめる環境が整っていま
す。また、トレーニングルーム（森のアリーナ内）は、
3,400人を超える登録者の皆さんが健康体力づくりに
活用しています。スポーツを通じた健康づくりと体力
向上のため、町の施設を有効に活用してスポーツに親
しみながら健康の増進に努めましょう。
　春を迎え、スポーツにはぴったりの時期となりまし
た。皆さんの多くのご利用をお待ちしています。
【申込先】　町体育協会（森のアリーナ内）  62-4835
【申し込み方法】　利用日の前月から電話で仮申し込み
を受け付けます。利用日の１週間前までに使用申請書
を提出し、同時に使用料も納入してください。また、
インターネットで予約できるシステム「町公共施設案
内」でも受け付けています。詳しくは、町ホームページ
（http://www.town.iwate.iwate.jp）をご覧ください。
【利用時間】　午前８時30分～午後10時（施設により異なります）
【休館日】　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
　　　　　　毎年12月29日から翌年１月３日まで

施設名 各施設の特徴
スポーツ文化センター
「森のアリーナ」

アリーナ（横 34.5 ㍍×縦 38.4 ㍍）
ステージ（間口 15 ㍍×奥行 7.5 ㍍）
トレーニングルーム、リハーサル室　ほか

柔 剣 道 場 剣道場、柔道場　各１面
総合グラウンド 人工芝フィールド、400 ㍍トラック６レーン
テ ニ ス コ ー ト 砂入人工芝 4面（ナイター設備完備）
野 球 場 両翼 91 ㍍、センター 120 ㍍
ホ ッ ケ ー 場 人工芝コート（ナイター設備完備）
体 育 館 バレーボールコート 2面
多目的グラウンド ニュースポーツに最適な天然芝のグラウンド

【施設案内】
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　第25回日本リトルシニア全国選抜野球大会に出場する
盛岡姫神リトルシニアの選手３人は３月15日、役場町長
室を訪れ、同大会へ向けての抱負を語りました。同リト
ルシニアには、川口中の藤井大稀さん（３年）が所属。副
主将を努める藤井さんのほか、盛岡市・巻堀中の大西圭
太さん（同）、八幡平市・西根中の高橋勇慎さん（同）が来
庁し、大会への意気込みを語りました。
　なお、同大会は３月25日から31日までの７日間、大阪府
の大阪シティ信用金庫スタジアムなどで行われました。

リトルシニアの全国大会へ闘志
○川口中の藤井大稀さん（３年） ▼2019.03.15

伝統と継承語るギャラリートーク
○第２回町文化財展○第２回町文化財展

　第２回町文化財展は３月２日から４月７日まで行わ
れ、「伝統と継承」と題して沼宮内・水堀・東部地区の文
化財が展示されました。３月30日には、郷土芸能に携わ
る皆さんが参加したギャラリートークが行われ、７団体
の芸能の歴史や使用する道具にまつわるエピソードを紹
介。地域ごとに特色ある郷土芸能の魅力を語り合いまし
た。また、沼宮内地区で旅館業を営んだ上路旅館で実際
に使われた資料の展示も行われました。

▼2019.03.30
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■総合グラウンド（１時間当たり）
人工芝グラウンド クラブ

ハウス全面使用 半面使用 個人利用
一 般 3,300 円 1,650 円 100 円 500 円
高校生以下 1,650 円 820 円 50 円 250 円

■ホッケー場（１時間当たり）
人工芝コート

クラブ
ハウス全面使用 半面使用 ４分の１面

夜間照明 夜間照明 夜間照明

一 般
1,250 円 620 円 310 円

500 円
2,740 円 1,360 円 670 円

高校生以下
620 円 300 円 150 円

250 円
1,360 円 670 円 330 円

アリーナ
一 般 1,600 円
高校生以下 810 円

照明なし 夜間照明利用
一 般 300 円 610 円
高校生以下 100 円 200 円

■テニスコート（１時間1面当たり）

【利用料金】

■野球場（１時間当たり）
グラウンド 付属設備と料金

一 般 750 円 更衣室（１時間）
スコアボード（１試合）
放送設備（１試合）

210 円
1,080 円
530 円高校生以下 310 円

8:30
～ 17:00

17:00
～ 22:00

多目的スペース
（アリーナ）

全面使用 1,250 円 1,500 円
半面使用 620 円 750 円

舞台設備（音響照明設備一式含む） 620 円 750 円

リハーサル室
（会議室）

小利用 100 円 120 円
中利用 200 円 240 円
大利用 300 円 370 円

トレーニングルーム
（1名当たり）

１時間 100 円（ 50円）
回数券 1,000 円（500 円）

■体育館（１時間当たり）

柔道場 剣道場
一 般 750 円 750 円
高校生以下 350 円 350 円

■柔剣道場（１時間当たり）

貸切使用 個人使用
一 般 400 円 100 円
高校生以下 200 円 50 円

■多目的グラウンド（１時間当たり）

■スポーツ文化センター「森のアリーナ」（１時間当たり）

※65歳以上のトレーニングルーム利用は（ ）内の額
※冷暖房を使用するときは、1.5倍の額

※各施設とも、町外に住所がある
人の使用や入場料などを徴収す
る場合は、使用料が異なります。
詳しくは問い合わせください。
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医療医療医療

診療科 診療日 受付時間

内　科 月～金曜日 08:30 ～
11:30
 （午後随時）
診療時間
9:00 ～ 17:00

外　科 月～金曜日

応援診療科（４月）
脳神経外科
※要予約 ９日 8:30 ～

11:00
循環器（内科）
※要予約

1、5、8、12、
15、19、22、

26 日
12:30 ～
14:30

小児科 12、26 日 13:00 ～
16:00

皮膚科 ９、23日 13:00 ～
15:30

整形外科 19 日 8:30 ～
11:30

※休日当番医、応援診療科は予定を変更す
る場合がありますので、あらかじめ電話で
確認の上、来院ください。

４月

沼宮内地域診療センター
県立中央病院附属

１（水）佐渡医院
２（木）さわやかクリニック
３（金）岩手沼宮内クリニック
４（土）沼宮内地域診療センター
５（日）佐々木医院
６（月）佐渡医院
12（日）塚谷医院

５月

休日当番医 【受付時間】
　9:00～17:00

日（曜） 当番医
７（日）佐渡医院
14（日）塚谷医院
21（日）北上脳神経外科クリニック
28（日）さわやかクリニック
29（月）佐藤整形外科クリニック
30（火）沼宮内地域診療センター

医 療

岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック

佐々木医院
佐藤整形外科クリニック

佐渡医院
さわやかクリニック
塚谷医院
沼宮内地域診療センター

当番医実施医療機関の電話番号

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

61-2025

61-3636
62-2234

68-7240
62-3211
62-2043
62-1155

62-2511

▼

■症状が軽い場合
　【受診場所】　盛岡市夜間急患診療所
　　盛岡市神明町3-29盛岡市保健所2階　☎ 019-654-1080
　【受付時間】　午後7時～ 11時

■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院（下記予定表のとおり）
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡市夜間急患
　診療所や休日当番医が診療していない時間帯の急病の子どもを受け
　入れます。夜間は午後5時から翌朝９時までです。※なお、土曜の午
　後１時（祝日の土曜は午前９時）から午後５時までは、もりおかこども
　病院を受診してください

　【受付時間】　土曜は午後１時～５時、夜間は午後５時～翌朝９時
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受診してく
　ださい。また、重症な子どもの治療に支障をきたさないよう、まずは
　盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください

こども救急相談電話

診療時間外の受診

　【受付時間】　午後7時～ 11時（年中無休）
　【電話番号】　局番なしの☎＃8000　※ダイヤル回線電話、
　ＩＰ電話（ひかり電話）、ＰＨＳからは ☎ 019-605-9000

■盛岡いのちの電話 019-654-7575（正午～午後 9時、日曜日の
み午後 6時まで）　■県精神保健福祉センター 019-622-6955（午
前 9時～午後 4時 30分）　■役場健康福祉課 0195-62-2111（内
線 518）

■当番病院の連絡先
【中　央】　県 立 中 央 病 院　☎ 019-653-1151
【日　赤】　盛 岡 赤 十 字 病 院　☎ 019-637-3111
【医　大】　岩手医科大学附属病院 ☎ 019-651-5111
【川久保】　川 久 保 病 院　☎ 019-635-1305

子どもが急病のとき

一人で悩まず相談ください

  　　　【開催日】  毎月第２、第４月曜日
　　　　　　　　　　　　　　　  （祝日の場合翌日）
  　　　【時　間】  午後 1時～ 3時
  　　　【場　所】  プラザあい１階

町傾聴ボランティア
「おひさまサロン」
※予約不要です。悩み事を
話してみませんか？

日 月 火 水 木 金 土
4/1
中央

２
川久保

３
医大

４
中央

５
日赤

６
医大

７
中央

８
医大

９
川久保

10
中央

11
医大

12
医大

13
中央

14
医大

15
中央

16
川久保

17
医大

18
中央

19
日赤

20
医大

21
中央

22
医大

23
日赤

24
医大

25
中央

26
医大

27
中央

28
日赤

29
医大

30
中央

5/1
日赤

２
医大

３
中央

４
川久保

５
医大

６
中央

７
川久保

８
医大

９
中央

10
日赤

11
医大

12
中央

13
医大

14
川久保

15
医大

16
中央

17
医大

18
中央

■男女共同参画センター相談室　☎ 019-606-1762

県男女共同参画センターでは、家族の悩み、職場の悩み、交際相
手や性別、性指向（ＬＧＢＴ）に関する悩みなどの相談を受け付
けています。
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問い合わせとご相談は役場健康福祉課　健康推進係　 62-2111［内線513、516、517へ］
健康・福祉情報
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国民健康保険の加入・脱退
忘れずに届け出ください！

病
気
に
な
る
前
に
特
定
健
診

今月は鈴木智子主任保健師今月は鈴木智子主任保健師
からのお便りですからのお便りです

生
活
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慣
病
を
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ご
う

特
定
健
診
と
は

検
診
結
果
の
活
用

　　役場町民課国保年金係
　　　　  62-2111内線508・509

　国民健康保険の加入・脱退は、世帯主による届
け出が必要です。加入・脱退する必要が生じた日
から14日以内に届け出を済ませてください。
【加入するとき】　○ほかの市町村から転入したと
き（職場の健康保険などに加入していないとき）　
○職場の健康保険などをやめたとき　○子どもが
生まれたとき　○生活保護を受けなくなったとき
加入の届け出が遅れると？
　国保の資格が発生した月までさかのぼって国民
健康保険税を納めることになります。また、その

間の医療費は、原則として全額自分で支払うことと
なります。
【脱退するとき】　○ほかの市町村へ転出するとき
○職場の健康保険などへ加入するとき　○死亡した
とき　○生活保護を受けるようになったとき
脱退の届け出が遅れると？
　国保の資格を喪失した月までさかのぼって、国保
が負担した医療費を返還していただくことになりま
す。また、保険料（税）を二重に納めてしまうなど
のトラブルのもとになります。

食
生
活
と

運
動
習
慣
を
見
直
し
て
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俳
句
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浴
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寝
転
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に
福
寿
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伊
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正
信

平
膳
に
豆
転
が
し
て
種
を
選
る 

　
　
　
　

遠
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金
作

日
に
幾
度
名
残
の
声
や
鳥
帰
る　
　
　
　
　

遠
藤　

初
枝

ト
ラ
ク
タ
ー
道
横
切
れ
ば
春
の
土　
　
　

昆
野　

功
夫

手
み
や
げ
は
幸
せ
パ
ッ
ク
の
寒
卵 

　
　
　
　

志
田　

悦
朗

春
風
や
紙
の
飛
行
機
放
ち
け
り 

　
　
　
　

柴
田　

ヒ
ノ

春
の
闇
地
震
に
驚
き
明
け
を
待
つ　
　
　

向
井　

梅
子

流
れ
追
ふ
雪
代
岩
魚
見
ゆ
る
か
に　
　
　

山
口　

國
男

ふ
る
さ
と
再
発
見

町
の
名
所
・
旧
跡
や
自
然
、歴
史
な
ど
を「
岩
手
町
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」会
員
が
毎
月
交
代
で
紹

介
し
ま
す
。
今
月
の
ガ
イ
ド
は
、伊
藤
久
子
さ
ん（
71
歳
）

＝
下
大
町
＝
で
す
。

山
見
の
風
習

　

沼
宮
内
地
区
に
は
、旧
暦
の
３
月
16
日

に「
山
見
」と
呼
ば
れ
る
行
事
が
あ
り
ま

す
。

　

今
か
ら
65
年
前
の
話
で
す
。
そ
の
日
、

沼
宮
内
小
学
校
で
は
、全
校
朝
礼
が
開
か

れ
、先
生
か
ら
地
名
の
由
来
と
な
っ
た「
沼

宮
内
伝
説
」の
話
を
聞
い
た
も
の
で
し
た
。

そ
の
後
は
授
業
も
な
く
、早
さ
が
り
で
す
。

学
校
か
ら
帰
る
と
、家
で
は
ご
ち
そ
う
が

作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
お
い
な
り
、の
り

巻
き
、か
ど
、お
煮
し
め
、ゆ
で
た
ま
ご
な

ど
で
す
。
そ
れ
に
加
え
、夏
み
か
ん
、サ
イ

ダ
ー
な
ど
を
持
っ
て
近
く
の
山
へ
出
か

け
、子
ど
も
た
ち
は
遊
び
、大
人
た
ち
は
酒

を
酌
み
交
わ
し
、周
り
の
山
々
は
賑
わ
っ

た
も
の
で
す
。

　

今
年
の「
山
見
の
日
」は
、４
月
20
日
に

あ
た
り
ま
す
。
近
く
の
山
に
登
り
、「
沼

宮
内
伝
説
」を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
沼
宮

内
の
町
を
見
つ
め
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

昔
か
ら
沼
宮
内
地
区
に
伝
わ
る「
山
見
」の
風
習
で
の
ご
ち
そ
う
を
再

現
し
た
も
の
。
巻
き
寿
司
や
煮
物
な
ど
で
山
見
の
日
を
祝
い
ま
し
た

〈
入
選
作
〉

医
学
部
の
裏
の
窓
口
無
く
し
た
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久
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正
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理
券
窓
口
の
娘
を
見
順
を
待
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土
橋
は
つ
お

窓
口
へ
人
間
が
見
え
愛
が
見
え　
　
　
　
　
　

佐
藤　

小
草

窓
口
で
老
後
の
居
場
所
聞
い
て
み
る　

　
　
　

山
口　

國
男

三
月
の
窓
口
百
の
顔
が
あ
る　

　
　
　
　
　
　

馬
渕　

　

草

戸
籍
出
す
子
の
育
ち
様
名
に
託
し　

　
　
　
　

鍋
倉
る
み
こ

お
客
様
窓
口
笑
顔
の
花
盛
り　
　
　
　
　
　
　

自　
　
　

句

席
題「
窓
口
」　　
柴
田　

満
子
選

い
わ
て
ま
ち
探
検
隊
No.85

川
柳

　　 　　　岩手町観光ボランティアホームページ http://e-iwate.net/
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ま
ち
の
文
芸

町立図書館 ☎62-2877

短
歌

【４月の休館日】　
１日㈪、８日㈪、15日㈪、22日㈪、26日㈮

新着図書
ジャンル 書　　　名 著　　者

一般向け
小 説

人工知能 幸田　真音
圓朝 奥山　景布子

実 用 書 フライパンひとつで何つくる？ 井原　裕子

児童向け
絵 本

ゆげゆげ～ さいとう　しのぶ
ねこの３つのねがいごと ケナード・パーク

実 用 書 スズメのくらし 平野　伸明

図書館の行事　

【開館時間】　９:00～ 18:00

◇おはなし会◇
【日時】　４月21日㈰午前11時～
【対象】　小学校就学前の親子

昼
近
く
集
落
行
け
ば
そ
こ
こ
こ
も
雪
そ
の
ま
ま

に
住
む
人
な
し
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児
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吾
が
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の
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五
十
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学
び
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々
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生

活
語
る 

　
　
　
　

橋
本　

智
代

遠
く
来
て
ひ
と
り
露
天
の
あ
さ
ぼ
ら
け
出
湯
の

音
に
命
長
ら
む 

　
　
　
　

志
田　

悦
朗

　

　

顔
色
を
観
つ
つ
悪い
た
ず
ら戯
す
る
孫
に
会
え
ぬ
日
続
き

子
は
転
勤
す 

　
　
　
　

伊
藤　

正
信

吊
る
し
雛
吾
も
作
れ
ば
さ
る
ぼ
ぼ
の
み
な
そ
れ

ぞ
れ
に
個
性
の
で
き
て 

　
　
　
　

瀬
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と
思
ひ
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ぎ
に

し
日
日
は
悔
い
な
き
か
問
ふ 

　
　
　
　

山
口　

國
男

◇チビッコ映画会◇
【日時・対象】 
４月11日㈭ 午後3時30分～（低学年向け）

25日㈭ 午後3時30分～（高学年向け）
読み聞かせボランティア「おはなし
☆きらきら☆」のおはなし会です

図書館図書館だよりだより

27日㈯～５月６日㈪の期間は、全日開館しています。
閉館日を確認の上、来場ください。

◇本のこうかん市◇
【日時】 
４月１日㈪ ～ 30日㈫
【場所】
ゆはず交流館玄関ホール
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平成31年３月１日発行の広報いわて
まち第717号11ページ「お元気です
か」に掲載した佐々木静江子さんの
年齢に誤りがありました。
　正しくは「77歳」です。訂正し、お
詫び申し上げます。

介護保険料納付便利に
■郵便局・ゆうちょ銀行でも

　これまで役場、金融機関で納め
ていただいていた介護保険料が４
月から郵便局・ゆうちょ銀行でも
納付できるようになりました。郵
便局・ゆうちょ銀行で納付するた
めには公マークが記載された納付
書を郵便局の窓口に出してくださ
い。４月以降に送付される介護保
険料の納付書には公マークが入っ
ています
【納付できる郵便局】　東北６県内
にある郵便局とゆうちょ銀行窓口
【納付や口座振替可能な機関】　▽
岩手町役場　▽岩手銀行　▽東北
銀行　▽北日本銀行　▽盛岡信用
金庫　▽東北労働金庫　▽新岩手
農協
【郵便局で取扱できない納付書】　
▽平成30年度以前に発行された納
付書　▽公マークがついていない
納付書
　盛岡北部行政事務組合賦課

給付班　☎0195‐74‐2716

歯のテレホン相談実施
■4月18日は「ヨイ歯の日」

　県保険医協会歯科部会は、歯や
口の中の健康に関する無料電話相
談を受け付けます。
【相談受付日時】　４月18日（木）午
前10時～午後７時
【回答】　４月18日（木）午後７時以
降（受付時間内に受けた相談に対
して、歯科医師が電話で回答しま
す）
【受付内容】　歯や口に関する悩み
【相談料】　無料（相談受付時の通
話料は相談者の負担となります）
【相談電話番号】　019‐651‐7341
（県保険医協会ヨイ歯デーテレホ
ン相談係）
　県保険医協会歯科部会（盛岡

市盛岡駅前通15‐19　フコク生命
ビル８階　☎019‐651‐7341

電波の利用環境守ろう
■電波は正しく使いましょう

　６月1日から10日は「電波利用環
境保護周知啓発強化期間」です。
不法電波は大切な通信を妨害し、
人命の安全を脅かします。ルール
を守って正しく使いましょう。
　総務省東北総合通信局　☎

022‐221‐0641

４月中に申請ください
■ＩＧＲ通学定期補助金

　町は、列車通学者を持つ家庭の
経済的負担を軽減するため、通学
定期券購入にかかった費用に一部
を助成しています。
【対象】　IGRいわて銀河鉄道の通
学定期を利用した人の保護者。な
お、通学定期の有効期限が平成30
年10月１日から平成31年３月31日
までのものに限ります
【申請方法】　IGR各駅から使用証
明を受けた「IGR通学定期補助金
交付申請書」を役場企画商工課に
提出してください（郵送可）。駅か
らの使用証明は申し出をしなけれ
ば受けられないのでご注意くださ
い
【申請期限】　４月30日（火）　
※土・日・祝日は日直が受け付け
ます
　役場企画商工課企画広報係

　☎62‐2111（内線217）

金融犯罪防止の講座
■東北財務局盛岡財務事務所

　東北財務局盛岡財務事務所は、
地域のコミュニティ活動や各種団
体などの会合などに伺って、金融
犯罪防止のための出前講座を行っ
ています。費用は無料。気軽に問
い合わせください。
　東北財務局盛岡財務事務所

（盛岡市内丸７‐25　盛岡合同庁
舎４階）　☎019‐625‐3353

多重債務に関する相談
■東北財務局盛岡財務事務所

　東北財務局盛岡財務事務所は、
自らの収入で返済しきれないほど
の借金を抱え、悩んでいる人から
の相談に応じています。盛岡財務
事務所は国の地方出先機関ですの
で安心して相談ください。
【相談専用電話】　019‐622‐1637
【受付時間】　祝日、年末年始を除
く月曜日から金曜日　午前８時30
分～午後４時30分
【その他】　相談料は無料、秘密は
厳守されます
　東北財務局盛岡財務事務所

（盛岡市内丸７‐25　盛岡合同庁
舎４階）　☎019‐622‐1637

No.342

佐
さ さ き

々木 静
し ず え こ

江子さん（77）=落合＝

お詫びと訂正
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情 報  問い合わせ先
 申し込み先

岩手町役場
☎ 62-2111

イ ン デ ッ ク ス

町税等の支払い便利に
■クレジットカードが使えます
　町では、４月８日（月）から、ＱＲ
コードを読み込むことができるカ
メラ機能付きスマートフォンやタ
ブレット端末で支払いができる税
目などを追加しました。利用する
場合は、専用のアプリケーション
をダウンロードする必要がありま
す。下のＱＲコードを読み込んで
専用アプリケーションをダウン
ロードしてください。
　今回の追加により、
バーコードが刷され
た納付書は、上下水
道料金以外はすべて対象となりま
した。ただし、納期限または、使用
期限が過ぎたあとは利用できませ
ん。なお、クレジットカードで支
払う場合は所定の手数料がかかり
ます。
　役場税務会計課　☎62‐

2111(内線525、526）

自動車税納付忘れずに
■納期限は５月31日（金）

　自動車税は４月１日現在の所有
者に課税されます。納期限は５月
31日（金）です。広域振興局から送
付される納税通知書により、最寄
りの金融機関などで納めてくださ
い。転居した人は広域振興局に連
絡してください。（納税通知書が
届かない場合があります）
　盛岡広域振興局県税部　☎

019‐629‐6546

４月の税等引き落とし
■預金残高を確認ください

　税などの口座引き落としは、毎
月25日に行われ、残高不足などで
引落ができなかった場合は翌月の
10日に再引き落としが行われま
す。今年度は、４月27日から５月
６日までの10連休に伴い、金融機
関との連携が困難となるため、４
月分の再引き落としを行いませ
ん。確実に引き落としができるよ
うに４月24日（水）までに預金残高
の確認をお願いします。
　役場税務会計課収納係　☎

62‐2111（内線525、526）

月額１万6,410円に
■国民年金保険料

　国民年金には、老齢、障害、遺族
基礎年金が設けられていて、私た
ちの暮らしを守っています。ただ
し、保険料を納付期限までに納め
ていないと、受給できる年金額が
少なくなる場合や、年金そのもの
が受けられなくなる恐れがありま
す。本年度の国民年金保険料は、
月額１万6,410円です。毎月の保
険料は、日本年金機構から毎年４
月上旬に送られてくる「納付書」を
使い、翌月の末日までに金融機関
やコンビニエンスストアで納めら
れます。また、希望する場合は便
利でお得な口座振替の利用も可能
です。詳細は、下記に問い合わせ
ください。
　○盛岡年金事務所　☎019‐

623‐6211　○役場町民課国保年
金係　☎62-2111（内線509）

新幹線走行試験を実施
■ご理解とご協力を

　ＪＲ東日本は、新幹線試験電車
を使用しての走行試験を実施しま
す。この走行試験は、次世代の新
幹線の環境性能向上や地震対策な
どの安全性向上のため、試験専用
車両を利用して行われます。
【日程】　○仙台～新青森間（往復）
▼５月18日（土）、21日（火）、25日
（土）、28日（火）午後11時～翌日午
前５時　○仙台～新青森間（複数
回）　▼８月27日（火）、９月17日
（火）、24日（火）、28日（土）、10月
１日（火）、５日（土）、８日（火）、15
日（火）午後11時～翌日午前５時　
○仙台～八戸間（往復）　▼８月31
日（土）、９月３日（火）、７日（土）、
10日（火）午後11時～翌日午前５時
【走行する車両】　「次世代新幹線
開発」の試験プラットフォームで
ある新幹線試験車両（ALFA‐X、
10両編成）
【走行速度】　試験列車は、試験内
容に応じて最高速度210㌔から360
㌔で走行する予定です。なお、車
両性能確認のため、最高速度400㌔
までの走行試験を数回程度行いま
す
　東日本旅客鉄道株式会社盛

岡支社企画室　☎019‐625‐4019

2019年のダイヤ改正
■いわて花巻空港定期便

　いわて花巻空港の定期便ダイヤ
が３月31日に改正されました。同
空港からは、現在、国内線は札幌、
名古屋、大阪、福岡、国際線は台北、
上海へ運航されています。旅行や
ビジネスなど、いわて花巻空港を
活用ください。
　県空港利用促進協議会（事務

局：県政策地域部交通政策室）　
☎019‐624‐6330
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日（曜）時　間 行　事　 場　所

9:00 ～

第２回町文化財展「伝承と継承」
～沼宮内・水堀・東部地区の文化財～
（７日まで）

石神の丘美術館

ホールの小さな展覧会
「考古学研究家 髙橋昭治 エジプトの思い出」
（７日まで）

石神の丘美術館

４（木）
13:30 ～ 沼宮内中入学式 沼宮内中

14:00 ～ 一方井中入学式 一方井中

５（金）
10:00 ～ 沼宮内小入学式 沼宮内小

13:15 ～ 川口中入学式 川口中

８（月）10:00 ～ 川口小、一方井小入学式 各小学校

14（日） 9:00 ～ 町スポーツ少年団結団式 森のアリーナ

17（水）10:00 ～ 盛岡年金事務所出張相談
（要予約：盛岡年金事務所☎ 019-623-6211） ゆはず交流館

20（土）11:00 ～ 【企画展】松本伸写真展
（6月２日まで）※ 21日以降は午前９時～ 石神の丘美術館

24（水）13:00 ～
9 カ月児健康診査（平成30年 7月生まれ）
6カ月児健康診査（平成30年10月生まれ）
1 歳児健康診査（平成30 年4 月生まれ）
※検診を希望する人はどなたでもおいでください

町保健センター

25（木）10:00 ～ 子育てサロン “すくすく” 沼宮内公民館

27（土） 9:00 ～ 第 39回ＩＢＣ杯ホッケー大会
中学校の部 町ホッケー場

29（月） 第 39回ＩＢＣ杯ホッケー大会
高校の部（５月１日まで） 町ホッケー場

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、回覧や町ホームペー
ジなどでお知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

町民カレンダー

◆ 町税などの納付期限 ◆

固定資産税（第１期） ５月７日㈫
口座振替日：４月 25日㈭

日 お名前 保護者 行政区

27 高橋　璃
り と

人 涼 太 上五日市

28 田村　佳
か な え

奈恵 佳 太 下 大 町

５ 横澤　吟
お と ね

音 駿 一 上五日市

７ 齋藤　柊
しゅうと

翔 健 太 横 田

23 村山　千
ち ひ ろ

紘 義 幸 下苗代沢２

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区

１ 中村　昭一 （90） 登 上五日市

７ 遠藤　眞市 （87） 本 人 一 方 井

７ 大石　トシ子（82） 本 人 の 口

15 十和田　ミヨ（96） 本 人 横 田

20 外川　静子 （87） 本 人 下 町

25 民部田　勝子（77） 留 藏 舘

26 田中　スミ （89） 本 人 下 浮 島

１、２月受け付け分

●生まれたお子さん●５人（６人）

●お婿さん、お嫁さん● １組（３組）

●亡くなられた人●７人（11 人）
▼２月

よろこび
かなしみ

▼１月

日 お名前 世帯主 行政区

27 　田口　龍典　久保　友里恵
本 人
田口龍典

民 部 田
民 部 田

▼２月

▼２月

　組数、人数の（ ）内は実数です。
　町内に住所がある人で、広報に掲載を希望する人の
み掲載しています。掲載希望の有無は、届け出の際に
役場町民課にお話しください。

H31.2.28現在　（ ）内は前月比
【人口】　男　6,575人（△ 3）
　　　　女　6,857人（△12）
　　　　計 13,432人（△15）
【世帯】　　5,455世帯（△ 6）
【出生】 6人　【死亡】 11人
【転入】14人　【転出】 24人
【外国人住民】159人

 人口の動き 日（曜）時　間 行　事　 場　所

８（水）12:45 ～ ３歳児健康診査
（平成 27年９月 15日～ 11月８日生まれ） 町保健センター

15（水）10:00 ～ 盛岡年金事務所出張相談
（要予約：盛岡年金事務所☎ 019-623-6211）ゆはず交流館

４ 月

５月
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いわてまちの地域おこし協力隊が毎月、岩手町の魅力をお伝えします。

石神の丘美術館屋外展示場リニューアル
～グリーンマネージャーの活動報告～

Vol.
14

「こびる」とは農作業の合間の休憩
や軽食という意味。農業が盛んな町の広
報紙として、休憩時間に気軽に読んでも
らえるような心温まるコーナーになって
ほしいという思いを込めてタイトルを
「KOBIRUじかん」と名付けました。

　４月になり、新年度がスタートしましたが、平成
最後の 1カ月ということもあり特別な感じがしま
す。さて、皆様はいかがお過ごしでしょうか。私は、
前回初めて広報いわてまちに記事を掲載していただ
き、役場の内外で「雪国生活初めてなんだね」と多
くの方々に声をかけていただきました。そんな皆様
の優しいお気遣いと暖冬に助けられ、岩手町の〝厳
しい〟初めての冬を無事過ごすことができました。
　今回は、地域おこし協力隊グリーンマネージャー
３人の着任から約５カ月間の活動を報告します。昨
年 11月から 12月上旬、美術館の館長である町長、
芸術監督、学芸員、教育委員会の担当者の皆さんと

協力隊３人で今後の石神の丘美術館について３回に
わたり協議しました。その結果、今後の美術館のコ
ンセプトは〝集う、咲く、刻む〟に決定しました。
　12月から２月は、そのコンセプトに基づき、役
場の担当者と測量設計会社、造園監修を担当する
方々と週に１度のペースで打ち合わせを重ね、造
成・造園企画プランを練りました。同時に、１月か
らは、町長を委員長とする彫刻作品選定委員会に事
務局として参加しています。新規導入の彫刻決定後、
造園造成プランと融合させるため、企画案を修正し
て最終提案プランに結び付けていきます。どのよう
に変わるか、近々、皆様に披露する予定です。

今月は田中が
担当します

カタクリ観察会を実施
■自然豊かな森を散策

　県民の森森林ふれあい学習館
フォレストアイは、カタクリ観察
会を行います。
【日時】　４月29日（月・祝）午前９
時～正午
【参加費】　１人１千円（温泉入浴
券付き）
【定員】　20人（予約制）
【その他】　散策に適した服装、飲
み物など各自で準備ください
　県民の森森林ふれあい学習

館フォレストアイ　☎0195‐78‐
2092

自然ボランティア募集
■県民の森をきれいにしよう

　県民の森森林ふれあい学習館
フォレストアイは、県民の森をき
れいに保つ自然ボランティアを募
集します。夏の草刈りに向けて、
園内に落ちた枝の片付けなど簡単
な作業を行います。
【日時】　４月27日（土）午前10時～
午後３時（午前９時45分集合）
【参加費】　無料
【定員】　20人（予約制）
　県民の森森林ふれあい学習

館フォレストアイ　☎0195‐78‐
2092

富士山に登ってみよう
■青少年国際交流キャンプ

　国際青少年研修協会は、キャン
プ生活や富士登山を行う国際交流
キャンプの参加者を募集します。
【期間】　７月30日（火）～８月3日
（土）
【場所】　静岡県立朝霧野外セン
ター
【対象】　小学３年～６年生
【定員】　日本人80人、外国人20人
【内容】　富士登山、キャンプ、野外
炊飯、星空観察など
【参加費】　７万５千円（盛岡駅発
着の場合）
　公益財団法人国際青少年研

修協会　☎03‐6417‐9721

まちの魅力を発信中 ! フォローお願いします！
２月のイルミネーション期間中に美術館アートホール
に展示したフォトブース「Re:fl ower」制作中の１コマ
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代表：白椛 誉（54）
　　　＝白椛＝
会員 : 約 45 人

いきいきサ ルクーサ ルクー
No.65

　
「
北
山
形
し
っ
し
ど
か
っ
か
保
存
会
」は
、北
山

形
地
区
に
伝
わ
る
郷
土
芸
能
、北
山
形
し
っ
し
ど

か
っ
か
の
伝
承
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
約

１
６
０
年
前
か
ら
伝
わ
る
と
い
わ
れ
、町
の
歴
史

あ
る
郷
土
芸
能
の
一
つ
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
地
域
の
小
・
中
学
生
や
高
校
生
も
伝
承
活

動
に
参
加
す
る
同
会
の
代
表
を
務
め
る
白
椛
さ
ん

は「
躍
動
感
あ
る
踊
り
や
太
鼓
の
リ
ズ
ム
は
、テ
ン

ポ
が
良
く
て
、踊
っ
て
い
て
楽
し
い
ん
で
す
。
舞

台
や
屋
外
な
ど
、踊
る
会
場
に
合
わ
せ
て
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
な
ど
、多
彩
な
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
楽
し
め
ま
す
よ
」と
そ
の
笑
顔

か
ら
は
、充
実
し
た
伝
承
活
動
の
様
子
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
昭
和
初
期
に
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
芸

能
を
再
び
盛
り
上
げ
て
き
た
歴
史
と
同
会
の
盛
ん

な
活
動
が
認
め
ら
れ
、４
月
１
日
に
は
町
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。７
月
に
は
、

宮
古
市
で
開
か
れ
る「
い
わ
て
絆
ま
つ
り
ｉ
ｎ
宮

古
２
０
１
９
」に
出
演
予
定
。
後
継
者
不
足
な
ど

の
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
も
力
強
く
伝
承
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
舞
で
魅
了

「
北
山
形
し
っ
し
ど
か
っ
か
」

「いきいきサークル」では、町内で活動するスポーツ、文化、ボランティアなどのサークルや
さまざまな団体を紹介します。　　  役場企画商工課企画広報係 62 － 2111 内線 215 へ

■
 編
集
／
岩
手
町
企
画
商
工
課

　
〒
028-4395 岩

手
県
岩
手
郡
岩
手
町
五
日
市
10-44

　
 0195-62-2111　

FA
X0195-62-3104

■
 町
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
確
認
　
 0195-62-5367 （

自
動
応
答
電
話
）

■
 町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス
　
http://w

w
w
.tow

n.iw
ate.iw

ate.jp
■
 町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
　
@
iw
atem

achi_koho

2019年
［
平
成
31年

］
４
月
11日

発
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①
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
と
い
わ
れ
る
北
山
形
し
っ
し
ど
か
っ
か
の

伝
承
に
取
り
組
む
保
存
会
の
皆
さ
ん　

②
③
昨
年
の
町
秋
ま
つ
り
や

町
郷
土
芸
能
発
表
会
で
踊
り
を
披
露
す
る
様
子　

④
町
無
形
民
俗
文

化
財
の
認
定
書
を
受
け
取
る
代
表
の
白
椛
誉
さ
ん

編編
集
後
記

集
後
記

美
術
館
へ
行
こ
う

４月20日（土）～６月2日（日）
観覧料：【町民割引】一般 240 円、大・高生 160 円
休館日：4/22 ㈪、5/7 ㈫、13 ㈪、20 ㈪、27 ㈪

松本 伸 写真展

  石神の丘美術館  62－1453

おしらせ
リニューアル工事のため、石神
の丘美術館屋外展示場は、2020
年初夏までお休み中です。この
期間は、屋外散策ができません
のでご注意ください。館内で開
催する展覧会は引き続きご覧い
ただけます。

Matsumoto Shin〈distance〉
岩手の人1,000人のポートレート

県政広報紙「いわてグラフ」の表紙を長年
担当する写真家がライフワークとして撮影
してきた〈岩手の人〉を紹介します。 写真 /岩手町・1995 年

　

町
の
皆
さ
ん
、広
報
い
わ

て
ま
ち
い
か
が
で
し
た
か
。

わ
が
町
も
季
節
は
変
わ
り
、

い
た
る
所
で
春
を
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

ご
存
じ
の
と
お
り
、先
日
新
た

な
元
号
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

つ
い
に
や
っ
て
き
た
新
時
代

へ
の
移
行
。
わ
が
町
の
広
報

い
わ
て
ま
ち
も
、今
月
号
か

ら
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
。
親
し

み
や
す
く
見
や
す
い
広
報
に

し
た
い
と
考
え
、写
真
等
が

き
れ
い
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う

レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
し
、色

の
使
い
方
も
工
夫
。
経
費
は

保
ち
つ
つ
、よ
り
良
い
広
報
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。遠

藤
康
平

い
わ
て
ま
ち

役場庁舎の窓口が変わり、係ごとの表示
が大きく、分かりやすくなりました。

①

④ ③ ②
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